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 （４）特別天然記念物ニホンカモシカの食害対策

 （２）賀茂真淵記念館の運営

 （３）内山真龍資料館の運営

 （４）浜松市地域遺産センターの運営

森林資源と特別天然記念物ニホンカモシカの双方を保護するため、幼齢造林木の周囲にニホン
カモシカの食害を防止するための防護柵設置を国庫補助事業として実施した。

国学者賀茂真淵の業績及び関係資料を紹介するため、展示や講座等を開催した。なお、（一社）
浜松史蹟調査顕彰会が指定管理者として施設の運営を行った。入館者数：6,384 人。

国学者内山真龍の業績を紹介するため特別展１回、常設展３回を開催したほか、施設の維持管
理を行った。入館者数：1,793 人。

埋蔵文化財をはじめとする市内の文化財に関する保存・活用事業を行う施設である浜松市地域
遺産センターの運営・管理を行った。入館者数 78,971 人。※詳細は第３章（31 頁）に掲載。

３ 文化財等の公開

４ 文化財の災害対策 

 （１）文化財建造物の公開

（１）普及啓発

以下の文化財建造物を公開し、必要な維持管理等を実施した。

将来予想される災害に際して文化財の被災の可能性や減災、救済の必要性を案内する講座や講
演会、フィールドワーク等を開催した。

修了者は静岡県文化財等救済支援員に登録することができ
る講座を開催し、修了した 13 名が登録した。開催状況は以下のとおり。

外部講師を２名招聘し、以下の内容で講演会を開催した。

ボランティア養成講座のフォローアップとして以下のとおり開催した。

区分
国指定有形文化財
国指定有形文化財
市指定有形文化財
国登録有形文化財

鈴木家住宅
中村家住宅
舞坂宿脇本陣
田代家住宅

北区引佐町的場
西区雄踏町宇布見
西区舞阪町舞阪
天竜区二俣町北鹿島

418 人
1,474 人
7,142 人
2,001 人

燻蒸、消防設備保守点検等
警備、植栽管理、施設修繕等
警備、消防設備保守点検等
耐震工事に先立つ地盤調査等

施設名 所在地 事業内用 入場者数

回
1
2
3

日
２月 17 日
２月 24 日
３月３日

18 人
19 人
17 人

県文化財等救済支援員の活動内容について、市内の災害古記録の紹介等
文化財の梱包方法（実技）
文化財の修復方法（実技）、市内の文化財保護の課題について

内 容 受講者数

日

３月 10 日 天竜川の災害に学ぶ
被災地支援の実際

三浦弘偵氏（国土交通省浜松河川国道事務所）
小田木恵介氏（浜松市社会福祉協議会）

18 人

内 容 講 師 受講者数

日
５月 14 日
６月 ３日

実相寺と金指のまちなみ
津波と高潮跡を探る

実相寺の文化財の状況や古い建物の残るまちなみを調査
南区の熊野神社や高塚遺跡を歩き水害の痕跡を調査

３人
７人

タイトル 内 容 受講者数
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第１章 文化財保護事業報告

第 1部 文化財年報

１ 文化財の調査と顕彰

２ 文化財の保護と継承 

（１）浜松地域遺産の認定

（１）文化財保護審議会の開催

（２）指定文化財等の現状調査

地域での貴重な文化資源を指定文化財とは別の枠組みで「浜松地域遺産」として認定し顕彰す
ることで、後世への保存継承と地域活
性化への活用により、個性ある地域の
創造への寄与を期待するもの。平成 29
年度は推薦 131 件のうち 101 件を認定
した。区別及び分類別の認定数は右記
のとおり。
※詳細は第２章（21 頁）に掲載。

文化財保護法第 190 条第 1 項の規定に基づき設置する附属機関（浜松市文化財保護条例第 43
条）。教育委員会の諮問に応じて、浜松市内の文化財の保存及び活用に関する重要事項について
調査審議し、これらの事項に関して教育委員会に建議した。

適切な保護事業の推進及び新たな文化財指定の検討材料とするため、下記の指定文化財及び指
定文化財候補等について調査、情報収集を行った。

区 別 分類別
中区
東区
西区
南区
北区
浜北区
天竜区
合計

建造物
絵画
彫刻
工芸品
書籍・典籍
古文書
歴史資料
史跡

名勝
天然記念物
有形民俗
無形民俗
伝承地
伝統的建造物群
近代化遺産
 合 計

12
28
3
7
1
18
32
101

21
6
22
1
4
3
8
6

1
2
18
8
0
0
1
101

区 部
県指定
国指定
市指定
市指定
市指定
国指定
国指定
国指定
国指定
県指定
県指定
県指定
県指定
市指定
市指定
未指定
未指定
未指定
未指定

種 別
名勝

天然記念物
天然記念物
天然記念物
天然記念物
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗

 文化財の名称
浜名湖
北浜の大カヤノキ
妙相寺のイヌマキ
宝林寺のエンコウスギ
宇布見のイヌマキ
川名のひよんどり
寺野のひよんどり
懐山のおくない
西浦の田楽
呉松の大念仏
滝沢の放歌踊
川合花の舞
横尾歌舞伎
遠州大念仏
妙功庵観音堂の百万遍念仏と念仏講
水窪の念仏踊〈神原の虫送り〉
浦川歌舞伎
神沢のおくない
雄踏歌舞伎万人講

所在地
西区・北区
浜北区本沢合
西区志都呂町
北区細江町中川
西区雄踏町宇布見
北区引佐町川名
北区引佐町渋川
天竜区懐山
天竜区水窪町奥領家
西区庄内町
北区滝沢町
天竜区佐久間町川合
北区引佐町横尾、白岩
中区鹿谷町ほか
北区細江町中川
天竜区水窪町
天竜区佐久間町浦川
天竜区神沢
西区雄踏町
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分 野

回 開催日 内 容

社会学
歴史（文献史学）
天然記念物（植物）
有形文化財（建造物）
教育・文化財活用
民俗
歴史（考古学）
歴史（文献史学）

第1回
第2回

第3回

平成29年８月21日
平成29年12月11日

平成30年２月16日

平成28年度の実績報告、平成29年度の事業計画ほか
二俣城跡・鳥羽山城跡視察、地域遺産制度の申請状況ほか
浜松城発掘調査の報告、日本遺産の申請、国指定による市指定史跡の解除、
浜松地域遺産の認定に関する意見聴取

笹原 恵
坪井 俊三
塚本 こなみ
中村 利夫
野尻 護
中山 正典
篠原 和大
小木 香

静岡大学情報学部教授
浜松市史編纂執筆委員
浜松市花みどり振興財団理事長
静岡県文化財建造物監理士
元天竜市教育委員会教育長
県立磐田南高等学校副校長
静岡大学人文社会科学部教授
元春野町史執筆委員

会長 １期目
副会長 ２期目
２期目
２期目
２期目
１期目
１期目
１期目

氏 名 所属・役職等 備 考

 （２）文化財の管理   
市内の文化財等の保存状態や見学の環境を整えるため、草刈り・

清掃・設備の保守点検など日常的な維持管理を行ったほか、臨時的な修繕や整備等を実施した。
主な事業は以下の通り。

指定文化財及びその指定地内で行われる現状変更や所在地変更などの
各種申請・届出等については、法令に基づき事務処理を行った。件数等は以下のとおり。

区

西区

追分一里塚（市史跡）・住吉南古墳（市史跡）の草刈清掃
蛭子森古墳（市史跡）の草刈清掃
米津台場（市史跡）の草刈清掃
入野古墳（市史跡）の樹木伐採、宿蘆寺大澤家墓所（市史跡）へ説明板設置、東海道の松並木（市史跡）
の清掃、中村家住宅（国有形）付帯施設の修繕、舞坂脇本陣（市有形）付帯施設の修繕、火穴古墳（市史跡）・
東大山一里塚（市史跡）
滝峯才四郎谷遺跡（県史跡）の史跡公園維持管理、三岳城跡（国史跡）・千頭ヶ峯城跡（県史跡）・渭伊神社境内
遺跡（県史跡）・渋川ツツジ群落（県天然記念物）・北岡大塚古墳（市史跡）・馬場平古墳（市史跡）・宇志北大里
遺跡（市史跡）・西山古墳（市史跡）・郷ヶ平４号墳（市史跡）・見徳古墳（市史跡）・恩塚山古墳（市史跡）等の
草刈・清掃
山の神古墳（市史跡）の樹木伐採、内野古墳群パンフレット刊行、北浜の大カヤノキ（国天然記念物）の樹幹部
治療・土壌改良、二本ヶ谷積石塚群（県史跡）の史跡公園維持管理、赤門上古墳（県史跡）・向野古墳（市史跡）
等の草刈・清掃
旧王子製紙製品倉庫（県指定）・高根城跡（市史跡）やヒラシロ遺跡（市史跡）史跡公園の維持管理、
高瀬のニッケイ（市天然記念物）の草刈・清掃

北区

浜北
区

天竜
区

中区
東区
南区

実施状況

区分

国
指定

県
指定

市
指定

種 別

記念物 ニホンカモシカ、北浜の大カヤノキ
ニホンカモシカ８
刺繍不動明王二童子像掛幅
宝林寺仏殿
光明山古墳、浜名湖７、長楽寺庭園、米沢諏訪神社のイチイガシ、
竜川のホソバシャクナゲ、法橋のマツ、天台烏薬
赤門上古墳
獅子噛の兜、馬場平古墳出土品、猪久保銅鐸、古面（息神社）、
蟲魚帖稿
旧王子製紙製品倉庫、古面（息神社）
旧王子製紙製品倉庫２
浜松城跡２、アカウミガメ４、御堂平遺跡、宿蘆寺大澤家墓所、
姫街道の松並木、妙相寺のマキ
寿量院文書、鰐口（井伊谷大日堂）、伝青葉の笛、蜂前神社文書２、
中の甲遺跡出土品、金銅荘神輿、白隠慧鶴墨跡、紙本墨画布袋図
金銅装神輿

有形文化財

記念物

有形文化財

記念物

有形文化財

内 容
現状変更
滅失

所在地変更
き損

現状変更

損傷

所在地変更

損傷
修理

現状変更

所在地変更

修理

2
8
1
1

13

1

5

2
2

10

9

1

件数 文化財名称

任期：平成 29 ～ 30 年の２箇年
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 （３）文化財保存事業に対する補助金
文化財の管理者が修理や保護、維持管理等に必要とする費用について、国や県とともに補助金

を交付したほか、国や民間の補助・助成制度の活用についても促した。

区分
国指定
県指定
県指定
県指定
市指定
市指定
市指定

建造物
建造物
美術工芸品
美術工芸品
建造物
建造物
史跡

宝林寺仏殿保存修理事業
宝林寺山門保存修理事業
木像達磨大師坐像・伝武帝倚像ほか保存修理事業
木造阿弥陀如来坐像保存修理事業
瑞雲院鐘楼保存修理事業
実相寺庚申堂保存修理事業
宿蘆寺大澤家墓所保存修理事業

宗教法人宝林寺
宗教法人宝林寺
宗教法人宝林寺
宗教法人摩訶耶寺
宗教法人瑞雲院
宗教法人実相寺
宗教法人宿蘆寺

2,286 千円
2,417 千円
1,598 千円
296 千円

14,415 千円
642 千円
2,381 千円

種別 事 業 名 交 付 先 市交付額

区分
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定

史跡
名勝

天然記念物
天然記念物
天然記念物

光明山古墳保存事業
長楽寺庭園保護事業
妙相寺のイヌマキ保護事業
米沢諏訪神社のイチイガシ保護事業
法橋のマツ保護事業

宗教法人光明寺
宗教法人長楽寺
宗教法人妙相寺
宗教法人諏訪神社
宗教法人妙恩寺

198 千円
57 千円
489 千円
214 千円
265 千円

種別 事 業 名 交 付 先 市交付額

区分
国指定
国指定
国指定
県指定
県指定
市指定
市指定

建造物
建造物
建造物
史跡
名勝
史跡
史跡

宝林寺仏殿・方丈管理事業
方広寺七尊菩薩堂管理事業
濱名惣社神明宮本殿管理事業
陣座ヶ谷古墳管理事業
実相寺庭園管理事業
伝橘逸勢墓管理事業
伝井伊共保出生井管理事業

宗教法人宝林寺
宗教法人方広寺
宗教法人濵名惣社神明宮
管理者
宗教法人実相寺
本坂自治会
宗教法人龍潭寺

62 千円
10 千円
30 千円
30 千円
22 千円
30 千円
30 千円

種別 事 業 名 交 付 先 市交付額

区分
国指定
国指定
国指定
国指定
県指定
県指定
県指定
県指定
市指定
市指定

市指定

その他

寺野のひよんどり保存伝承・活用等事業
川名のひよんどり保存伝承・活用等事業
懐山のおくない保存伝承・活用等事業
西浦の田楽保存伝承・活用等事業
滝沢の放歌踊保存伝承・活用等事業
川合花の舞保存継承・活用等事業
今田花の舞保存伝承・活用等事業
横尾歌舞伎保存伝承・活用等事業
勝坂神楽保存伝承・活用等事業
犬居つなん曳保存伝承・活用等事業

妙功庵観音堂の百万遍念仏と念仏講保存伝承・活用等事業

天竜地域無形民俗文化財後継者養成事業

寺野伝承保存会
川名ひよんどり保存会
懐山おくない保存会
西浦田楽保存会
滝沢放歌踊保存会
川合花の舞保存会
今田花の舞保存会
横尾歌舞伎保存会
勝坂神楽保存会
犬居自治会龍勢社
妙功庵観音堂の百万遍念仏と
念仏講保存会
清竜中学校郷土芸能伝承活動
実行委員会

70 千円
70 千円
70 千円
120 千円
70 千円
212 千円
40 千円
399 千円
70 千円
69 千円

70 千円

70 千円

事 業 名 交 付 先 市交付額

補助・助成元の名称
浜松市中山間地域の文化遺産活用
推進事業
宝林寺山門保存修理事業
瑞雲院鐘楼保存修理事業
第 24 回三遠南信ふるさと歌舞伎
交流浜松大会

宝林寺山門保存修理事業

国（文化芸術振興費補助金）

一般財団法人伊豆屋伝八文化振興
財団（文化財修理保存等助成事業）

公益信託チヨタ遠越準一文化振興基金

公益財団法人文化財保護・芸術研究
助成財団助成

浜松市中山間地域の
文化遺産活用実行委員会
宗教法人宝林寺
宗教法人瑞雲院
三遠南信ふるさと歌舞伎交流
浜松大会実行委員会

宗教法人宝林寺

6,630 千円

150 千円
150 千円

200 千円

500 千円

事 業 名 補助・助成先 補助・助成額
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分 野

回 開催日 内 容

社会学
歴史（文献史学）
天然記念物（植物）
有形文化財（建造物）
教育・文化財活用
民俗
歴史（考古学）
歴史（文献史学）

第1回
第2回

第3回

平成29年８月21日
平成29年12月11日

平成30年２月16日

平成28年度の実績報告、平成29年度の事業計画ほか
二俣城跡・鳥羽山城跡視察、地域遺産制度の申請状況ほか
浜松城発掘調査の報告、日本遺産の申請、国指定による市指定史跡の解除、
浜松地域遺産の認定に関する意見聴取

笹原 恵
坪井 俊三
塚本 こなみ
中村 利夫
野尻 護
中山 正典
篠原 和大
小木 香

静岡大学情報学部教授
浜松市史編纂執筆委員
浜松市花みどり振興財団理事長
静岡県文化財建造物監理士
元天竜市教育委員会教育長
県立磐田南高等学校副校長
静岡大学人文社会科学部教授
元春野町史執筆委員

会長 １期目
副会長 ２期目
２期目
２期目
２期目
１期目
１期目
１期目

氏 名 所属・役職等 備 考

 （２）文化財の管理   
市内の文化財等の保存状態や見学の環境を整えるため、草刈り・

清掃・設備の保守点検など日常的な維持管理を行ったほか、臨時的な修繕や整備等を実施した。
主な事業は以下の通り。

指定文化財及びその指定地内で行われる現状変更や所在地変更などの
各種申請・届出等については、法令に基づき事務処理を行った。件数等は以下のとおり。

区

西区

追分一里塚（市史跡）・住吉南古墳（市史跡）の草刈清掃
蛭子森古墳（市史跡）の草刈清掃
米津台場（市史跡）の草刈清掃
入野古墳（市史跡）の樹木伐採、宿蘆寺大澤家墓所（市史跡）へ説明板設置、東海道の松並木（市史跡）
の清掃、中村家住宅（国有形）付帯施設の修繕、舞坂脇本陣（市有形）付帯施設の修繕、火穴古墳（市史跡）・
東大山一里塚（市史跡）
滝峯才四郎谷遺跡（県史跡）の史跡公園維持管理、三岳城跡（国史跡）・千頭ヶ峯城跡（県史跡）・渭伊神社境内
遺跡（県史跡）・渋川ツツジ群落（県天然記念物）・北岡大塚古墳（市史跡）・馬場平古墳（市史跡）・宇志北大里
遺跡（市史跡）・西山古墳（市史跡）・郷ヶ平４号墳（市史跡）・見徳古墳（市史跡）・恩塚山古墳（市史跡）等の
草刈・清掃
山の神古墳（市史跡）の樹木伐採、内野古墳群パンフレット刊行、北浜の大カヤノキ（国天然記念物）の樹幹部
治療・土壌改良、二本ヶ谷積石塚群（県史跡）の史跡公園維持管理、赤門上古墳（県史跡）・向野古墳（市史跡）
等の草刈・清掃
旧王子製紙製品倉庫（県指定）・高根城跡（市史跡）やヒラシロ遺跡（市史跡）史跡公園の維持管理、
高瀬のニッケイ（市天然記念物）の草刈・清掃

北区

浜北
区

天竜
区

中区
東区
南区

実施状況

区分

国
指定

県
指定

市
指定

種 別

記念物 ニホンカモシカ、北浜の大カヤノキ
ニホンカモシカ８
刺繍不動明王二童子像掛幅
宝林寺仏殿
光明山古墳、浜名湖７、長楽寺庭園、米沢諏訪神社のイチイガシ、
竜川のホソバシャクナゲ、法橋のマツ、天台烏薬
赤門上古墳
獅子噛の兜、馬場平古墳出土品、猪久保銅鐸、古面（息神社）、
蟲魚帖稿
旧王子製紙製品倉庫、古面（息神社）
旧王子製紙製品倉庫２
浜松城跡２、アカウミガメ４、御堂平遺跡、宿蘆寺大澤家墓所、
姫街道の松並木、妙相寺のマキ
寿量院文書、鰐口（井伊谷大日堂）、伝青葉の笛、蜂前神社文書２、
中の甲遺跡出土品、金銅荘神輿、白隠慧鶴墨跡、紙本墨画布袋図
金銅装神輿

有形文化財

記念物

有形文化財

記念物

有形文化財

内 容
現状変更
滅失

所在地変更
き損

現状変更

損傷

所在地変更

損傷
修理

現状変更

所在地変更

修理

2
8
1
1

13

1

5

2
2

10

9

1

件数 文化財名称

任期：平成 29 ～ 30 年の２箇年
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 （３）文化財保存事業に対する補助金
文化財の管理者が修理や保護、維持管理等に必要とする費用について、国や県とともに補助金

を交付したほか、国や民間の補助・助成制度の活用についても促した。

区分
国指定
県指定
県指定
県指定
市指定
市指定
市指定

建造物
建造物
美術工芸品
美術工芸品
建造物
建造物
史跡

宝林寺仏殿保存修理事業
宝林寺山門保存修理事業
木像達磨大師坐像・伝武帝倚像ほか保存修理事業
木造阿弥陀如来坐像保存修理事業
瑞雲院鐘楼保存修理事業
実相寺庚申堂保存修理事業
宿蘆寺大澤家墓所保存修理事業

宗教法人宝林寺
宗教法人宝林寺
宗教法人宝林寺
宗教法人摩訶耶寺
宗教法人瑞雲院
宗教法人実相寺
宗教法人宿蘆寺

2,286 千円
2,417 千円
1,598 千円
296 千円

14,415 千円
642 千円
2,381 千円

種別 事 業 名 交 付 先 市交付額

区分
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定

史跡
名勝

天然記念物
天然記念物
天然記念物

光明山古墳保存事業
長楽寺庭園保護事業
妙相寺のイヌマキ保護事業
米沢諏訪神社のイチイガシ保護事業
法橋のマツ保護事業

宗教法人光明寺
宗教法人長楽寺
宗教法人妙相寺
宗教法人諏訪神社
宗教法人妙恩寺

198 千円
57 千円
489 千円
214 千円
265 千円

種別 事 業 名 交 付 先 市交付額

区分
国指定
国指定
国指定
県指定
県指定
市指定
市指定

建造物
建造物
建造物
史跡
名勝
史跡
史跡

宝林寺仏殿・方丈管理事業
方広寺七尊菩薩堂管理事業
濱名惣社神明宮本殿管理事業
陣座ヶ谷古墳管理事業
実相寺庭園管理事業
伝橘逸勢墓管理事業
伝井伊共保出生井管理事業

宗教法人宝林寺
宗教法人方広寺
宗教法人濵名惣社神明宮
管理者
宗教法人実相寺
本坂自治会
宗教法人龍潭寺

62 千円
10 千円
30 千円
30 千円
22 千円
30 千円
30 千円

種別 事 業 名 交 付 先 市交付額

区分
国指定
国指定
国指定
国指定
県指定
県指定
県指定
県指定
市指定
市指定

市指定

その他

寺野のひよんどり保存伝承・活用等事業
川名のひよんどり保存伝承・活用等事業
懐山のおくない保存伝承・活用等事業
西浦の田楽保存伝承・活用等事業
滝沢の放歌踊保存伝承・活用等事業
川合花の舞保存継承・活用等事業
今田花の舞保存伝承・活用等事業
横尾歌舞伎保存伝承・活用等事業
勝坂神楽保存伝承・活用等事業
犬居つなん曳保存伝承・活用等事業

妙功庵観音堂の百万遍念仏と念仏講保存伝承・活用等事業

天竜地域無形民俗文化財後継者養成事業

寺野伝承保存会
川名ひよんどり保存会
懐山おくない保存会
西浦田楽保存会
滝沢放歌踊保存会
川合花の舞保存会
今田花の舞保存会
横尾歌舞伎保存会
勝坂神楽保存会
犬居自治会龍勢社
妙功庵観音堂の百万遍念仏と
念仏講保存会
清竜中学校郷土芸能伝承活動
実行委員会

70 千円
70 千円
70 千円
120 千円
70 千円
212 千円
40 千円
399 千円
70 千円
69 千円

70 千円

70 千円

事 業 名 交 付 先 市交付額

補助・助成元の名称
浜松市中山間地域の文化遺産活用
推進事業
宝林寺山門保存修理事業
瑞雲院鐘楼保存修理事業
第 24 回三遠南信ふるさと歌舞伎
交流浜松大会

宝林寺山門保存修理事業

国（文化芸術振興費補助金）

一般財団法人伊豆屋伝八文化振興
財団（文化財修理保存等助成事業）

公益信託チヨタ遠越準一文化振興基金

公益財団法人文化財保護・芸術研究
助成財団助成

浜松市中山間地域の
文化遺産活用実行委員会
宗教法人宝林寺
宗教法人瑞雲院
三遠南信ふるさと歌舞伎交流
浜松大会実行委員会

宗教法人宝林寺

6,630 千円

150 千円
150 千円

200 千円

500 千円

事 業 名 補助・助成先 補助・助成額
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 （４）特別天然記念物ニホンカモシカの食害対策

 （２）賀茂真淵記念館の運営

 （３）内山真龍資料館の運営

 （４）浜松市地域遺産センターの運営

森林資源と特別天然記念物ニホンカモシカの双方を保護するため、幼齢造林木の周囲にニホン
カモシカの食害を防止するための防護柵設置を国庫補助事業として実施した。

国学者賀茂真淵の業績及び関係資料を紹介するため、展示や講座等を開催した。なお、（一社）
浜松史蹟調査顕彰会が指定管理者として施設の運営を行った。入館者数：6,384 人。

国学者内山真龍の業績を紹介するため特別展１回、常設展３回を開催したほか、施設の維持管
理を行った。入館者数：1,793 人。

埋蔵文化財をはじめとする市内の文化財に関する保存・活用事業を行う施設である浜松市地域
遺産センターの運営・管理を行った。入館者数 78,971 人。※詳細は第３章（31 頁）に掲載。

３ 文化財等の公開

４ 文化財の災害対策 

 （１）文化財建造物の公開

（１）普及啓発

以下の文化財建造物を公開し、必要な維持管理等を実施した。

将来予想される災害に際して文化財の被災の可能性や減災、救済の必要性を案内する講座や講
演会、フィールドワーク等を開催した。

修了者は静岡県文化財等救済支援員に登録することができ
る講座を開催し、修了した 13 名が登録した。開催状況は以下のとおり。

外部講師を２名招聘し、以下の内容で講演会を開催した。

ボランティア養成講座のフォローアップとして以下のとおり開催した。

区分
国指定有形文化財
国指定有形文化財
市指定有形文化財
国登録有形文化財

鈴木家住宅
中村家住宅
舞坂宿脇本陣
田代家住宅

北区引佐町的場
西区雄踏町宇布見
西区舞阪町舞阪
天竜区二俣町北鹿島

418 人
1,474 人
7,142 人
2,001 人

燻蒸、消防設備保守点検等
警備、植栽管理、施設修繕等
警備、消防設備保守点検等
耐震工事に先立つ地盤調査等

施設名 所在地 事業内用 入場者数

回
1
2
3

日
２月 17 日
２月 24 日
３月３日

18 人
19 人
17 人

県文化財等救済支援員の活動内容について、市内の災害古記録の紹介等
文化財の梱包方法（実技）
文化財の修復方法（実技）、市内の文化財保護の課題について

内 容 受講者数

日

３月 10 日 天竜川の災害に学ぶ
被災地支援の実際

三浦弘偵氏（国土交通省浜松河川国道事務所）
小田木恵介氏（浜松市社会福祉協議会）

18 人

内 容 講 師 受講者数

日
５月 14 日
６月 ３日

実相寺と金指のまちなみ
津波と高潮跡を探る

実相寺の文化財の状況や古い建物の残るまちなみを調査
南区の熊野神社や高塚遺跡を歩き水害の痕跡を調査

３人
７人

タイトル 内 容 受講者数

3

第１章 文化財保護事業報告

第 1部 文化財年報

１ 文化財の調査と顕彰

２ 文化財の保護と継承 

（１）浜松地域遺産の認定

（１）文化財保護審議会の開催

（２）指定文化財等の現状調査

地域での貴重な文化資源を指定文化財とは別の枠組みで「浜松地域遺産」として認定し顕彰す
ることで、後世への保存継承と地域活
性化への活用により、個性ある地域の
創造への寄与を期待するもの。平成 29
年度は推薦 131 件のうち 101 件を認定
した。区別及び分類別の認定数は右記
のとおり。
※詳細は第２章（21 頁）に掲載。

文化財保護法第 190 条第 1 項の規定に基づき設置する附属機関（浜松市文化財保護条例第 43
条）。教育委員会の諮問に応じて、浜松市内の文化財の保存及び活用に関する重要事項について
調査審議し、これらの事項に関して教育委員会に建議した。

適切な保護事業の推進及び新たな文化財指定の検討材料とするため、下記の指定文化財及び指
定文化財候補等について調査、情報収集を行った。

区 別 分類別
中区
東区
西区
南区
北区
浜北区
天竜区
合計

建造物
絵画
彫刻
工芸品
書籍・典籍
古文書
歴史資料
史跡

名勝
天然記念物
有形民俗
無形民俗
伝承地
伝統的建造物群
近代化遺産
 合 計

12
28
3
7
1
18
32
101

21
6
22
1
4
3
8
6

1
2
18
8
0
0
1
101

区 部
県指定
国指定
市指定
市指定
市指定
国指定
国指定
国指定
国指定
県指定
県指定
県指定
県指定
市指定
市指定
未指定
未指定
未指定
未指定

種 別
名勝

天然記念物
天然記念物
天然記念物
天然記念物
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗
無形民俗

 文化財の名称
浜名湖
北浜の大カヤノキ
妙相寺のイヌマキ
宝林寺のエンコウスギ
宇布見のイヌマキ
川名のひよんどり
寺野のひよんどり
懐山のおくない
西浦の田楽
呉松の大念仏
滝沢の放歌踊
川合花の舞
横尾歌舞伎
遠州大念仏
妙功庵観音堂の百万遍念仏と念仏講
水窪の念仏踊〈神原の虫送り〉
浦川歌舞伎
神沢のおくない
雄踏歌舞伎万人講

所在地
西区・北区
浜北区本沢合
西区志都呂町
北区細江町中川
西区雄踏町宇布見
北区引佐町川名
北区引佐町渋川
天竜区懐山
天竜区水窪町奥領家
西区庄内町
北区滝沢町
天竜区佐久間町川合
北区引佐町横尾、白岩
中区鹿谷町ほか
北区細江町中川
天竜区水窪町
天竜区佐久間町浦川
天竜区神沢
西区雄踏町
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発掘調査の現地説明会や遺跡の見学会を実施して、調査成果の公開に努めた。浜松城
跡天守曲輪における発掘調査では、作業の状況も公開した。

開催日
６月 20 日
８月５日
1/20・27、2/4
２月 10 日
２月 25 日

鈴木家屋敷（万斛西遺跡）見学会
見学会「宿蘆寺大澤家墓所をめぐる」
浜松城跡公開発掘調査（全３回）
浜松城跡発掘調査現地説明会
恒武西宮遺跡発掘調査現地説明会

100 人
30 人
920 人
870 人
80 人

名 称 来場者数

外部から講師を招いて実施したほか、外部から依頼があった場合には市担当者を講師
として派遣した。主催する講座の場合では、実施している展示会と日程や内容をあわせて開催す
ることで観覧者がより展示への理解を深められるように努めた。

幅広い層に考古学の魅力を知っていただくため、若年層や女性を主なター
ゲットとしてクラフトやスイーツ作りとコラボレーションしたワークショップを実施した。実施
にあたっては当該事業の考案者等を講師に招いて実施した。

開催日
５月 12 日

５月 13 日

５月 20 日

６月 10 日
７月 22 日
10/7･24･31
10 月 21 日

11 月５日

12 月 14 日

２月３日

２月 17 日
３月 12 日

浜松の遺跡
宮口の遺跡群
発掘調査報告会

ふじのくに子ども観光
大使認定講座
井伊谷の歴史
戦国の井伊谷と浜松の城
郷土の歴史講座（全 3回）
都田地区の歴史
ふじのくにの原像を
さぐる 浜松城跡
二俣城跡の調査成果
古代東海地域における
三ヶ日町宇志出土瓦塔

浜松市の銅鐸出土物語
浜松の遺跡

市担当者を派遣
渥美賢吾氏（静岡県考古学会）・
坂下俊介氏（同）・市担当者

市担当者を派遣

市担当者を派遣
市担当者を派遣
市担当者を派遣
市担当者を派遣

市担当者を派遣

市担当者を派遣
永井邦仁氏
（愛知県埋蔵文化財センター）
栗原雅也（浜松市博物館）
市担当者を派遣

五島協働センター

市民ミュージアム浜北

地域遺産センター・
井伊谷城跡
曳馬協働センター
鹿児島大学総合研究博物館
引佐多目的研修センター
都田図書館

静岡県立美術館

二俣協働センター

引佐協働センター

引佐協働センター
富塚協動センター

20 人

80 人

80 人

35 人
40 人
10 人
22 人

110 人

22 人

53 人

62 人
40 人

講座名称 講 師 会 場 来場者数

開催日

９月 24 日

10 月１日

１月 18 日

１月 28 日

２月 24 日

40 人

20 人

42 人

18 人

20 人

前方後円墳形キーホル
ダーをつくろう！

ドッキーワークショッ
プ講習会

ドッキーをつくろう！

三角縁神獣鏡チョコレ
ートをつくろう！

瓦塔ショコラをつくろ
う！

福田和浩氏（八尾市立し
おんじやま古墳学習館）・
市担当者

古墳の形や築造方法を学びながらキーホル
ダーを作る。

湖北高校の授業に出向き、「ドッキー」
作りによって、地域の土器の特徴を学ぶ。

三角縁神獣鏡の型にチョコレートを流し
込み、銅鏡の鋳造技術や文様などを学ぶ。

瓦塔の部材に見立てたフィナンシェやねり
きりの菓子を組立て、瓦塔の構造や製作技
法を学ぶ。

土器片そっくりなクッキー「ドッキー
」作りから、土器の文様や胎土などの
特徴を学ぶ。

下島綾美氏（お菓子作り
考古学者）・市担当者

藤川明宏氏（福井市文化
財保護課）・市担当者

伊藤暢洋氏（三ヶ日製菓）
・市担当者

市担当者

名 称 講 師 概要・趣旨 参加者数
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（２）その他の災害対策

（２）地域資源散策コース「遠州山辺の道」の整備と活用

（３）無形民俗文化財の活性化

文化財防火デーである１月 26 日とその前後で重要文化財中村家住宅、
大福寺（重要文化財紙本墨書瑠璃山年録残篇等）、徳泉寺（市指定有形文化財木造十王坐像、木
造葬頭河婆半跏像等）等で消防訓練を実施した。

災害発生時の文化財救済作業で使用する中性紙封筒などの物品を購入
し、地域遺産センター等へ備蓄した。

浜北区内で設定している地域資源散策コース「遠州山辺の道」について、地域住民が参加して
いる市民団体「遠州山辺の道の会」との相互連携や業務委託により、月１回のワークショップの
開催、案内看板の設置、ベンチの設置、ボランティアガイドの派遣等を行った。

市内各所で無形民俗文化財を伝承している各地域の保存団体の自主的な取組を支援することに
より、民俗芸能の確実な伝承と地域の活性化を図った。

各保存団体の相互連携や情報交換を図る
ために設置されている連絡会の事務局として運営補助・調整等を行った。
・理事会 平成 29 年５月 16 日（火）会場：北区役所
・総 会 平成 29 年８月 20 日（日）会場：勝坂神楽伝承館

平成 30 年３月 25 日（日）会場：熊ふれあいセンター

５ 地域と連携した文化財の保存と活用 

（１）市指定天然記念物「アカウミガメ」の保護
遠州灘海岸でアカウミガメの保護に努めているＮＰＯ法人サンクチュアリとの相互連携や業務

委託によって、以下の事業を実施した。
指定区域内のアカウミガメ及びその産卵地の保護監視、生態及び産卵状

況の調査等を行い、62 箇所の産卵巣を確認し、7,239
個の卵を保護した。

文化財や自然保護への理
解を深めるため、講座、海岸ウォッチング、早朝の
産卵調査、子ガメの観察会等の教室を開催した。実
施状況は右記のとおり。

開催日
７月 15 日
７月 22 日
８月 20 日
合計

118 人
116 人
110 人
344 人

106 人
109 人
110 人
325 人

224 人
225 人
220 人
669 人

大 人 子ども 合 計

団体名称
寺野伝承保存会
川名ひよんどり保存会
懐山おくない保存会
西浦田楽保存会
遠州大念仏呉松組
滝沢放歌踊り保存会
横尾歌舞伎保存会
川合花の舞保存会

北区引佐町
北区引佐町
天竜区懐山
天竜区水窪町
西区呉松町
北区滝沢町
北区引佐町
天竜区佐久間町

国指定
国指定
国指定
国指定
県指定
県指定
県指定
県指定

遠江のひよんどりとおくない（寺野のひよんどり）
遠江のひよんどりとおくない（川名のひよんどり）
遠江のひよんどりとおくない（懐山のおくない）
西浦の田楽
呉松の大念仏
滝沢の放歌踊
横尾歌舞伎
川合花の舞

文化財名称 所在地 指定区部
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西浦の念仏踊保存会
遠州大念仏保存会
妙功庵観音堂の百万遍
念仏と念仏講保存会
犬居自治会
勝坂神楽保存会
滝沢おくない保存会
今田花の舞保存会
神沢おくない継承同好会
東久留女木地区
雄踏歌舞伎保存会万人講
浦川歌舞伎保存会
＊No.１ ～ No.３ は「遠江のひよんどりとおくない」として一括指定

西浦の念仏踊
遠州大念仏

妙功庵観音堂の百万遍念仏と念仏講

犬居つなん曳
勝坂神楽
滝沢のシシウチ行事
今田花の舞
神沢おくない
東久留女木のおくない
雄踏歌舞伎「万人講」
浦川歌舞伎

天竜区水窪町
中区鹿谷町

北区細江町

天竜区春野町
天竜区春野町
北区滝沢町
天竜区佐久間町
天竜区神沢
北区引佐町
西区雄踏町
天竜区佐久間町

県指定
市指定

市指定

市指定
市指定
国選択
県選択
未指定
未指定
未指定
未指定

無形民俗文化財広報誌「山と里の民俗」を年２回（第９号・第 10 号）発刊し、
関係各所にて配布した。発行部数：各 4,000 部

大会やイベント等へ参加した団体に以下のとおり激励金を交付した。

平成 30 年１月 28 日（日）に雄踏文化センター
において開催した。入場料は無料で約 600 人の入場者があった。出演団体は以下のとおり。

無形民俗文化財の保存継承に関わっている地域のＮＰＯ等への業務委託によ
り、学校と地域の連携による次世代への継承事業（民俗芸能の体験等）を実施した。

大鹿歌舞伎保存会
下條歌舞伎保存会
豊橋素人歌舞伎保存会
湖西歌舞伎保存会
雄踏歌舞伎保存会万人講
浦川歌舞伎保存会

長野県下伊那郡大鹿村
長野県下伊那郡下條村
愛知県豊橋市
静岡県湖西市
浜松市西区雄踏町
浜松市天竜区佐久間町

神霊矢口渡 頓兵衛住家の段
菅原伝授手習鑑 寺子屋の段
假名手本忠臣蔵七段目 祇園一力茶屋の場
釣女
寿式三番叟
鬼一法眼三略巻 一条大蔵卿

団体名 地 域 演 目

寺野伝承保存会
寺野伝承保存会
川名ひよんどり保存会
遠州大念仏 寺島組
横尾歌舞伎保存会
川合花の舞保存会
川合花の舞保存会
勝坂神楽保存会
勝坂神楽保存会
雄踏歌舞伎保存会「万人講」
浦川歌舞伎保存会

東栄フェスティバル 2017
ザ・山フェス
市制施行 106 周年記念式典
第 55 回文化財指定庭園保護協議会
第２回井の国直虎まつり
さくま伝統芸能フェスティバル
三遠南信自動車道佐久間第２トンネル貫通式
HGU三遠南信民俗芸能フェスティバル
次世代継承伝統民俗芸能公演
静岡県民俗芸能フェスティバル
さくま伝統芸能フェスティバル

愛知県東栄町
市内
市内
市内
市内
市内
市内
市内
市内
市内
市内

150 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円

団体名称 大会等名称 開催地 金 額

地域団体名

ＮＰＯ法人川名の里
ほぐせんぼ

清竜中学校郷土芸能
伝承活動実行委員会

井伊谷小学校
引佐南部中学校
浜松学院大学ほか

川名のひよんどり、横尾歌舞伎の歴史についての学習、所作や
演奏などの練習、楽器や道具類の管理や手入れについての学習
などを行い、その成果を本番で披露した。

懐山のおくない、神沢のおくない、遠州大念仏について、歴史
についての学習、所作や演奏などの練習、楽器や道具類の管理
や手入れについての学習などを行い、その成果を本番や校内発
表会で披露した。

清竜中学校

学校名 内 容
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二俣城跡・鳥羽山城跡の石垣や堀切、曲輪を見学しやすくするために草刈や伐採を
行った。また、光明山古墳の墳丘の一部についても草刈・伐採を行った。

（４）城跡等史跡の整備活用
「徳川・武田争奪の城」として全国的に知られる天竜川流域の戦国時代城郭群を歴史・文化資源、
観光資源として有効に活用するため、調査研究を進めるとともに、市民向けの城跡関連のイベン
トを開催した。また、二俣城跡、鳥羽山城跡の国指定史跡に関わる事務手続きを進めるとともに、
光明山古墳の発掘調査など、二俣地区の歴史情報を広く収集し、両城跡の保存活用計画策定の基
礎作業を行った。

二俣城跡と同じ地域に所在する市内最大の前方後円墳である光明山古墳の墳丘確認
調査を実施し、詳細な構造の探索を行った。

二俣城跡及び鳥羽山城跡を国指定史跡にするよう、調査報告や図面、
土地所有者の一覧、地権者の同意書等をまとめた意見具申書を文部科学大臣に提出した。その内
容は、国の文化審議会において審議がなされ文部科学大臣に国史跡にするよう答申、平成 30 年
２月 13 日付けの官報告示をもって、国史跡に指定された。

二俣城跡及び鳥羽山城跡の保存活用計画策定を円滑に進めるため、
平成 30 年２月 13 日に保存活用計画策定事前検討会を開催し、事務局と参加者による討議を行っ
た。外部参加者は以下のとおり。

分 野
考古学
歴史地理学
公開活用
文献史学

北野 博司
山村 亜希
山下 治子
坪井 俊三

山形芸術工芸大学歴史遺産学科教授
京都大学大学院准教授
株式会社アム・プロモーション常務取締役・「ミュゼ」編集長
市文化財保護審議会委員

氏 名 所 属 等

６ 埋蔵文化財の調査と活用 

（１）開発との調整と発掘調査

（２）調査成果の公開・活用

埋蔵文化財包蔵地の有無の照会への回答や開発者等との調整、埋蔵文化財包蔵地範
囲の把握と周知、文化財保護法第 93 条に基づく届出（民間開発）や同第 94 条に基づく事前通知
（公共事業）の事務処理等を行った。

開発に伴う本発掘調査や試掘確認調査及び工事立会いのほか、史跡の保存を目的と
した光明山古墳の確認調査や亀塚古墳の測量調査を行った。※詳細は第２部参照。

前年度より引き続き、郷ヶ平６号墳（北区都田町）から出土した埴輪の公開
に向けた整理作業（接合、実測作業等）を進めた。

考古資料を活用した展示会を開催した。地域遺産センターの企画展「祈り～発掘され
た奥浜名湖の至宝～」では、奈良国立博物館が所蔵する瓦塔、銅鐸（いずれも北区三ヶ日町出土）
を考古資料相互活用促進事業にて借用し（浜松市からは郷ヶ平３号墳出土の馬形埴輪と、辺田平
１号墳の鹿形埴輪を貸与）、併せて北区の信仰関係の出土品を集めて展示した。

会 期
５月 13 日～６月 25 日
７月 13 日～７月 31 日
10月１日～10月 30 日
１月 27 日～３月 25 日

宮口の遺跡群発掘調査速報展
梶子遺跡発掘調査速報展
遺跡が語る都田の原始・古代
祈り～発掘された奥浜名湖の至宝～

市民ミュージアム浜北
地域遺産センター
都田図書館
地域遺産センター

未計測
4,299 人
未計測
3,833 人

名 称 会 場 来場者数
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西浦の念仏踊保存会
遠州大念仏保存会
妙功庵観音堂の百万遍
念仏と念仏講保存会
犬居自治会
勝坂神楽保存会
滝沢おくない保存会
今田花の舞保存会
神沢おくない継承同好会
東久留女木地区
雄踏歌舞伎保存会万人講
浦川歌舞伎保存会
＊No.１ ～ No.３ は「遠江のひよんどりとおくない」として一括指定

西浦の念仏踊
遠州大念仏

妙功庵観音堂の百万遍念仏と念仏講

犬居つなん曳
勝坂神楽
滝沢のシシウチ行事
今田花の舞
神沢おくない
東久留女木のおくない
雄踏歌舞伎「万人講」
浦川歌舞伎

天竜区水窪町
中区鹿谷町

北区細江町

天竜区春野町
天竜区春野町
北区滝沢町
天竜区佐久間町
天竜区神沢
北区引佐町
西区雄踏町
天竜区佐久間町

県指定
市指定

市指定

市指定
市指定
国選択
県選択
未指定
未指定
未指定
未指定

無形民俗文化財広報誌「山と里の民俗」を年２回（第９号・第 10 号）発刊し、
関係各所にて配布した。発行部数：各 4,000 部

大会やイベント等へ参加した団体に以下のとおり激励金を交付した。

平成 30 年１月 28 日（日）に雄踏文化センター
において開催した。入場料は無料で約 600 人の入場者があった。出演団体は以下のとおり。

無形民俗文化財の保存継承に関わっている地域のＮＰＯ等への業務委託によ
り、学校と地域の連携による次世代への継承事業（民俗芸能の体験等）を実施した。

大鹿歌舞伎保存会
下條歌舞伎保存会
豊橋素人歌舞伎保存会
湖西歌舞伎保存会
雄踏歌舞伎保存会万人講
浦川歌舞伎保存会

長野県下伊那郡大鹿村
長野県下伊那郡下條村
愛知県豊橋市
静岡県湖西市
浜松市西区雄踏町
浜松市天竜区佐久間町

神霊矢口渡 頓兵衛住家の段
菅原伝授手習鑑 寺子屋の段
假名手本忠臣蔵七段目 祇園一力茶屋の場
釣女
寿式三番叟
鬼一法眼三略巻 一条大蔵卿

団体名 地 域 演 目

寺野伝承保存会
寺野伝承保存会
川名ひよんどり保存会
遠州大念仏 寺島組
横尾歌舞伎保存会
川合花の舞保存会
川合花の舞保存会
勝坂神楽保存会
勝坂神楽保存会
雄踏歌舞伎保存会「万人講」
浦川歌舞伎保存会

東栄フェスティバル 2017
ザ・山フェス
市制施行 106 周年記念式典
第 55 回文化財指定庭園保護協議会
第２回井の国直虎まつり
さくま伝統芸能フェスティバル
三遠南信自動車道佐久間第２トンネル貫通式
HGU三遠南信民俗芸能フェスティバル
次世代継承伝統民俗芸能公演
静岡県民俗芸能フェスティバル
さくま伝統芸能フェスティバル

愛知県東栄町
市内
市内
市内
市内
市内
市内
市内
市内
市内
市内

150 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円
100 千円

団体名称 大会等名称 開催地 金 額

地域団体名

ＮＰＯ法人川名の里
ほぐせんぼ

清竜中学校郷土芸能
伝承活動実行委員会

井伊谷小学校
引佐南部中学校
浜松学院大学ほか

川名のひよんどり、横尾歌舞伎の歴史についての学習、所作や
演奏などの練習、楽器や道具類の管理や手入れについての学習
などを行い、その成果を本番で披露した。

懐山のおくない、神沢のおくない、遠州大念仏について、歴史
についての学習、所作や演奏などの練習、楽器や道具類の管理
や手入れについての学習などを行い、その成果を本番や校内発
表会で披露した。

清竜中学校

学校名 内 容

9

二俣城跡・鳥羽山城跡の石垣や堀切、曲輪を見学しやすくするために草刈や伐採を
行った。また、光明山古墳の墳丘の一部についても草刈・伐採を行った。

（４）城跡等史跡の整備活用
「徳川・武田争奪の城」として全国的に知られる天竜川流域の戦国時代城郭群を歴史・文化資源、
観光資源として有効に活用するため、調査研究を進めるとともに、市民向けの城跡関連のイベン
トを開催した。また、二俣城跡、鳥羽山城跡の国指定史跡に関わる事務手続きを進めるとともに、
光明山古墳の発掘調査など、二俣地区の歴史情報を広く収集し、両城跡の保存活用計画策定の基
礎作業を行った。

二俣城跡と同じ地域に所在する市内最大の前方後円墳である光明山古墳の墳丘確認
調査を実施し、詳細な構造の探索を行った。

二俣城跡及び鳥羽山城跡を国指定史跡にするよう、調査報告や図面、
土地所有者の一覧、地権者の同意書等をまとめた意見具申書を文部科学大臣に提出した。その内
容は、国の文化審議会において審議がなされ文部科学大臣に国史跡にするよう答申、平成 30 年
２月 13 日付けの官報告示をもって、国史跡に指定された。

二俣城跡及び鳥羽山城跡の保存活用計画策定を円滑に進めるため、
平成 30 年２月 13 日に保存活用計画策定事前検討会を開催し、事務局と参加者による討議を行っ
た。外部参加者は以下のとおり。

分 野
考古学
歴史地理学
公開活用
文献史学

北野 博司
山村 亜希
山下 治子
坪井 俊三

山形芸術工芸大学歴史遺産学科教授
京都大学大学院准教授
株式会社アム・プロモーション常務取締役・「ミュゼ」編集長
市文化財保護審議会委員

氏 名 所 属 等

６ 埋蔵文化財の調査と活用 

（１）開発との調整と発掘調査

（２）調査成果の公開・活用

埋蔵文化財包蔵地の有無の照会への回答や開発者等との調整、埋蔵文化財包蔵地範
囲の把握と周知、文化財保護法第 93 条に基づく届出（民間開発）や同第 94 条に基づく事前通知
（公共事業）の事務処理等を行った。

開発に伴う本発掘調査や試掘確認調査及び工事立会いのほか、史跡の保存を目的と
した光明山古墳の確認調査や亀塚古墳の測量調査を行った。※詳細は第２部参照。

前年度より引き続き、郷ヶ平６号墳（北区都田町）から出土した埴輪の公開
に向けた整理作業（接合、実測作業等）を進めた。

考古資料を活用した展示会を開催した。地域遺産センターの企画展「祈り～発掘され
た奥浜名湖の至宝～」では、奈良国立博物館が所蔵する瓦塔、銅鐸（いずれも北区三ヶ日町出土）
を考古資料相互活用促進事業にて借用し（浜松市からは郷ヶ平３号墳出土の馬形埴輪と、辺田平
１号墳の鹿形埴輪を貸与）、併せて北区の信仰関係の出土品を集めて展示した。

会 期
５月 13 日～６月 25 日
７月 13 日～７月 31 日
10月１日～10月 30 日
１月 27 日～３月 25 日

宮口の遺跡群発掘調査速報展
梶子遺跡発掘調査速報展
遺跡が語る都田の原始・古代
祈り～発掘された奥浜名湖の至宝～

市民ミュージアム浜北
地域遺産センター
都田図書館
地域遺産センター

未計測
4,299 人
未計測
3,833 人

名 称 会 場 来場者数
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発掘調査の現地説明会や遺跡の見学会を実施して、調査成果の公開に努めた。浜松城
跡天守曲輪における発掘調査では、作業の状況も公開した。

開催日
６月 20 日
８月５日
1/20・27、2/4
２月 10 日
２月 25 日

鈴木家屋敷（万斛西遺跡）見学会
見学会「宿蘆寺大澤家墓所をめぐる」
浜松城跡公開発掘調査（全３回）
浜松城跡発掘調査現地説明会
恒武西宮遺跡発掘調査現地説明会

100 人
30 人
920 人
870 人
80 人

名 称 来場者数

外部から講師を招いて実施したほか、外部から依頼があった場合には市担当者を講師
として派遣した。主催する講座の場合では、実施している展示会と日程や内容をあわせて開催す
ることで観覧者がより展示への理解を深められるように努めた。

幅広い層に考古学の魅力を知っていただくため、若年層や女性を主なター
ゲットとしてクラフトやスイーツ作りとコラボレーションしたワークショップを実施した。実施
にあたっては当該事業の考案者等を講師に招いて実施した。

開催日
５月 12 日

５月 13 日

５月 20 日

６月 10 日
７月 22 日
10/7･24･31
10 月 21 日

11 月５日

12 月 14 日

２月３日

２月 17 日
３月 12 日

浜松の遺跡
宮口の遺跡群
発掘調査報告会
ふじのくに子ども観光
大使認定講座
井伊谷の歴史
戦国の井伊谷と浜松の城
郷土の歴史講座（全 3回）
都田地区の歴史
ふじのくにの原像を
さぐる 浜松城跡
二俣城跡の調査成果
古代東海地域における
三ヶ日町宇志出土瓦塔
浜松市の銅鐸出土物語
浜松の遺跡

市担当者を派遣
渥美賢吾氏（静岡県考古学会）・
坂下俊介氏（同）・市担当者

市担当者を派遣

市担当者を派遣
市担当者を派遣
市担当者を派遣
市担当者を派遣

市担当者を派遣

市担当者を派遣
永井邦仁氏
（愛知県埋蔵文化財センター）
栗原雅也（浜松市博物館）
市担当者を派遣

五島協働センター

市民ミュージアム浜北

地域遺産センター・
井伊谷城跡
曳馬協働センター
鹿児島大学総合研究博物館
引佐多目的研修センター
都田図書館

静岡県立美術館

二俣協働センター

引佐協働センター

引佐協働センター
富塚協動センター

20 人

80 人

80 人

35 人
40 人
10 人
22 人

110 人

22 人

53 人

62 人
40 人

講座名称 講 師 会 場 来場者数

開催日

９月 24 日

10 月１日

１月 18 日

１月 28 日

２月 24 日

40 人

20 人

42 人

18 人

20 人

前方後円墳形キーホル
ダーをつくろう！

ドッキーワークショッ
プ講習会

ドッキーをつくろう！

三角縁神獣鏡チョコレ
ートをつくろう！

瓦塔ショコラをつくろ
う！

福田和浩氏（八尾市立し
おんじやま古墳学習館）・
市担当者

古墳の形や築造方法を学びながらキーホル
ダーを作る。

湖北高校の授業に出向き、「ドッキー」
作りによって、地域の土器の特徴を学ぶ。

三角縁神獣鏡の型にチョコレートを流し
込み、銅鏡の鋳造技術や文様などを学ぶ。

瓦塔の部材に見立てたフィナンシェやねり
きりの菓子を組立て、瓦塔の構造や製作技
法を学ぶ。

土器片そっくりなクッキー「ドッキー
」作りから、土器の文様や胎土などの
特徴を学ぶ。

下島綾美氏（お菓子作り
考古学者）・市担当者

藤川明宏氏（福井市文化
財保護課）・市担当者

伊藤暢洋氏（三ヶ日製菓）
・市担当者

市担当者

名 称 講 師 概要・趣旨 参加者数
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（２）その他の災害対策

（２）地域資源散策コース「遠州山辺の道」の整備と活用

（３）無形民俗文化財の活性化

文化財防火デーである１月 26 日とその前後で重要文化財中村家住宅、
大福寺（重要文化財紙本墨書瑠璃山年録残篇等）、徳泉寺（市指定有形文化財木造十王坐像、木
造葬頭河婆半跏像等）等で消防訓練を実施した。

災害発生時の文化財救済作業で使用する中性紙封筒などの物品を購入
し、地域遺産センター等へ備蓄した。

浜北区内で設定している地域資源散策コース「遠州山辺の道」について、地域住民が参加して
いる市民団体「遠州山辺の道の会」との相互連携や業務委託により、月１回のワークショップの
開催、案内看板の設置、ベンチの設置、ボランティアガイドの派遣等を行った。

市内各所で無形民俗文化財を伝承している各地域の保存団体の自主的な取組を支援することに
より、民俗芸能の確実な伝承と地域の活性化を図った。

各保存団体の相互連携や情報交換を図る
ために設置されている連絡会の事務局として運営補助・調整等を行った。
・理事会 平成 29 年５月 16 日（火）会場：北区役所
・総 会 平成 29 年８月 20 日（日）会場：勝坂神楽伝承館

平成 30 年３月 25 日（日）会場：熊ふれあいセンター

５ 地域と連携した文化財の保存と活用 

（１）市指定天然記念物「アカウミガメ」の保護
遠州灘海岸でアカウミガメの保護に努めているＮＰＯ法人サンクチュアリとの相互連携や業務

委託によって、以下の事業を実施した。
指定区域内のアカウミガメ及びその産卵地の保護監視、生態及び産卵状

況の調査等を行い、62 箇所の産卵巣を確認し、7,239
個の卵を保護した。

文化財や自然保護への理
解を深めるため、講座、海岸ウォッチング、早朝の
産卵調査、子ガメの観察会等の教室を開催した。実
施状況は右記のとおり。

開催日
７月 15 日
７月 22 日
８月 20 日
合計

118 人
116 人
110 人
344 人

106 人
109 人
110 人
325 人

224 人
225 人
220 人
669 人

大 人 子ども 合 計

団体名称
寺野伝承保存会
川名ひよんどり保存会
懐山おくない保存会
西浦田楽保存会
遠州大念仏呉松組
滝沢放歌踊り保存会
横尾歌舞伎保存会
川合花の舞保存会

北区引佐町
北区引佐町
天竜区懐山
天竜区水窪町
西区呉松町
北区滝沢町
北区引佐町
天竜区佐久間町

国指定
国指定
国指定
国指定
県指定
県指定
県指定
県指定

遠江のひよんどりとおくない（寺野のひよんどり）
遠江のひよんどりとおくない（川名のひよんどり）
遠江のひよんどりとおくない（懐山のおくない）
西浦の田楽
呉松の大念仏
滝沢の放歌踊
横尾歌舞伎
川合花の舞

文化財名称 所在地 指定区部
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二俣城は蜷原の地から南に伸びる自然丘陵の先端を利用して築城されている。二俣城には南北に連

なる５つの曲輪と本丸の西側に続く３つの曲輪があり、その間に堀切や横堀、帯曲輪などが展開して

いる。

本丸西側中央部には、天守台が構築されている。自然石を用いた野面積みの石垣で、ほぼ東西南北

の軸線に合わせた方形を呈する。基底部の規模は南北15.5m、東西14.5mであり、見かけ上の高さは4.2m

である。現状では天守台上面に基礎などの構造物は認められていない。

二の丸から本丸に至る境界には、中仕切門が設けられ、現状では土塁の壁面には石垣が見られる。

2009 年～ 10 年にかけて発掘調査を実施し、礎石をもつ建物跡が確認されている。石垣と一体になっ

た構造であることから、堀尾氏在城期（1590 ～ 1600 年）の建物と考えられる。比高差がある土塁が

両側に迫っていることから、この中仕切門は櫓門であった可能性が高いと考えられる。

鳥羽山城は東西１㎞におよぶ独立丘陵を利用して築城されている。堀尾氏の領有期間中に整備され

た鳥羽山城は、最大９mの幅を持ち石垣で荘厳化された大手道や、本丸内に設けられた枯山水式庭園

の存在から、迎賓機能を備えた特別な空間として整備されたと考えられる。

大手道は本丸の南東部に連接し、東西 30 ｍほどの長さがある。大手道の北側と南側には石垣が遺

存しており、特に北側の石垣が良好に遺存している。大手道の幅は東側で６m、西側で９mと本丸に

向かってハの字形に広がり、開放的な空間が形成されていた。

庭園遺構は、本丸の西側土塁内側に構築された枯山水庭園である。枯滝石組や築山、数石の景石に

より構成されている。庭園遺構の西側（背後）には土塁があり、庭園遺構の背景になる部分にのみ円

礫を用いた石積が見られる。

二俣城跡 天守台

鳥羽山城跡 大手道

二俣城跡 中仕切門 礎石

鳥羽山城跡 庭園遺構
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２ 新登録

（１）明治屋醤油店舗兼主屋／明治屋醤油離れ／明治屋醤油醸造所
国登録有形文化財

建造物

３棟

個人

静岡県浜松市浜北区小松 2276

店舗兼主屋：明治前期・大正６年増築、平成 27 年改修／

離れ：昭和８年／醸造所：明治前期・大正前期改修

平成 29 年５月２日

店舗と居住部分である主屋から成る。主屋は醸造所と同時に建てられ、大正６年に木造平屋建の店

舗が増築された。その後もさまざまな改変を経て、平成 27 年に耐震上の配慮から店舗２階部分を解

体し、道路側外観を堅格子付の腰窓、押縁付杉下見板張りにするなど大正６年の店舗落成時の外観に
回復する改修工事が行われた。木造平屋建を２棟並べた構成をとるが、平面は３列構成（３間が並ぶ
構成）となっているところが特徴的。

主屋の南西に雁行して建つ、建ちの高い外観が特徴的な２階建ての近代和風建築。事業に伴う社交
活動に用いられた。１、２階とも間仕切り建具を黒漆縁とし、小窓の組子や欄間など各所に趣向を凝
らした造形のあとがみられ、主屋とは趣が異なる接客用のもてなし空間となっている。
屋根は２階は切妻屋根、１階は寄棟屋根、玄関はムクリの付いた切妻屋根が掛けられ「招き」の構

えとなっている。外壁は押縁付下見板張り、一部漆喰塗とモルタル塗仕上げで、開口部には霧除けが
設けられ、水廻りの窓には格子が打たれている。
内部は、来客用玄関に続き８畳和室は棹縁天井で、違い棚が設けられた書院造りとなっている。床

柱に鉄刀木（たがやさん）、床框に紫檀、落ち掛けや床板、違い棚には水目桜、違棚の筆返しや棚束
等の小物使いにも鉄刀木が用いられるなど、随所に高級材を使用している。また、黒色や茶色の繊維

壁とし、天井羽目板は全て柾目を用いている。南西と南東を檜板張りの広縁が囲む。西には、杉柾板

の矢羽根張りや網代張りを組み込んだ意匠天井を持つほか、タイル張りの厠があり、北の玄関脇には
タイル張りの洗面・浴室が設けられている。

増築を繰り返して複雑な構成を取り、醸造業の歴史を今に伝えている。この地は、北の赤石連峰に

連なる山地の南端に位置し、古くから畑作を中心とした農業が盛んで醤油原料となる大豆や小麦も豊
富であった。今でも赤石山脈の伏流水を工場内の井戸で汲み上げ、使用している。建築は、道路沿い

の木造２階建の部分（＊１）が創業当初のもの。その西側に、後から建てられた工場（＊２）が続く。
工場は、大正初期に改修が行われているようである。また、麹菌や塩分、湯気等の影響と思われる腐

食に対応したとみられる補強工事の跡も、随所に伺われる。木造建築だが、醪蔵（もろみぐら）の部
分は鉄筋コンクリート造、麹室はコンクリートブロック造である。
＊１ １階／小ロットの醤油製造ライン、自然搾りの隔離室、２階／圧搾・火入れ後の安置場

＊２ １階／圧搾・火入れ室、味噌製造室 ２階／穀物の釜茹で場
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明治屋醤油 離れ

明治屋醤油 店舗兼主屋

高林家住宅 主屋・隠居

高林家住宅 長屋門

明治屋醤油 写真：伊藤哲郎 高林家住宅 写真：ＮＰＯ静岡県伝統建築技術協会

明治屋醤油 醸造所

明治屋醤油 店舗兼主屋内部の店舗部分

高林家住宅 田舎家

高林家住宅 給水塔

※高林家住宅の写真につきましてはプライバシー保護のため、削除させて頂きました。
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３ 文化財の主な保存修復事業

（１）宝林寺山門
静岡県指定有形文化財

建造物

平成２年３月 20 日

宗教法人 宝林寺

静岡県浜松市北区細江町中川 65-2

平成 28 年 11 月１日から平成 29 年 10 月 31 日まで

ＮＰＯ静岡県伝統建築技術協会

田中社寺株式会社

17 世紀後半に建立され、過去にも保存修理が行われたが、経年劣化による腐朽

等が著しく、平成 27 年度に実施した調査・耐震診断において耐震性能が不足すると判定されたため、

良好な状態で後世に伝え、見学者の安全を確保するために保存修理を実施した。

半解体修理。全ての柱の根継を行い、柿葺屋根の葺替えを行った。また、耐震補強として、

金物による仕口補強を行った。

現場説明会 一般公開 平成 29 年８月 23 日（水） 参加 30 人

見学会 浜松市立中川小学校 平成 29 年７月 19 日（水） 参加 60 人

施工前 屋根の腐朽

施工前

現地説明会

竣工後
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（２）木造達磨大師坐像
静岡県指定有形文化財

彫刻

平成 23 年 12 月 2 日

宗教法人 宝林寺

静岡県浜松市北区細江町中川 65-2

平成 29 年５月１日から平成 34 年３月 31 日まで

（事業期間は平成 29 年４月 19 日から平成 30 年３月 31 日まで）

公益財団法人美術院 国宝修理所（京博工房）

経年劣化により、各所で漆箔の浮きや剥落が進行中であり、彩色箇所の剥落や矧

ぎ目の緩みがみられたほか、台座が不安定であったため、良好な状態で後世へ伝えるため、保存修理

を行った。

指定文化財「木造釈迦如来坐像及び両脇侍像 木造達磨大師坐像・伝武帝倚像 木造二十四

善神立像」のうち「木造達磨大師坐像」の保存修理を行った。埃の除去後に、漆箔の浮きを膠・樹脂

等で剥落止めを行い、尊容を著しく害している眉毛上部、右目瞼、鼻、頬は検討の上、漆箔を施し整

えた。彩色がある部分は樹脂で剥落止めを行った。また、鉄製の鎹（かすがい）や釘の腐食により表

面層に浮きがみられる箇所は、防錆処置をした上で状態により新・旧の鎹・釘を使用し、表面は木屎

漆で整えた。欠損箇所は桧材で補足し、漆で接合した。矧ぎ目の緩みは、場所により桧材等を差し込み、

漆の注入や麦漆による接合を行い木屎漆で整えた。椅子は、桧材、黒漆塗の椅子を新補し安定をはかっ

た。修理箇所はすべて古色仕上げとした。

修理前 修理後
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頭部修理前

剥落止め作業

写真：公益財団法人美術院

頭部修理後

右手首の補足

像底隙間への薄板差し込み作業
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４代・５代・７代石塔については全石材（交換した石材を除く）、３代・２代につ

いては相輪の石材に石材強化剤（ＴＯＴ）を塗布した。また４代については、破損部の接着等による

修復を行った。

史跡周辺が開発・造成され樹木が減少したことで、石塔が風雨の影響を受けやすくなり

基礎部の土砂が流れ出る状況であったため、４代、５代、７代石塔周辺の地盤について改良工事を行っ

た。石塔直下の地盤は約 30mmをセメント系固化材で固め、石塔周囲は、サバ土にセメントを混合し

たものを入れ土壌の流出を防止する処理を行った。

７代石塔 蔵骨器出土状況

石材強化剤塗布状況

５代石塔 基壇内状況

施工後
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４ 浜松地域遺産の認定

浜松市は平成 28 年度から、これまでの国・静岡県・浜松市指定文化財や国登録文化財という従来
の文化財保護制度とは別に、地域で大切にされてきた歴史・文化・自然などの資源を、「浜松地域遺産」
として認定する、ゆるやかな保護・活用制度を導入した。
地域遺産認定制度では、まだ国・静岡県・浜松市指定文化財や国登録文化財ほど知られていないと

しても、市内のそれぞれの地域で、長く慣れ親しまれ、継承されてきた貴重な文化資源を、地域から
推薦いただくことで認定し、郷土の宝として顕彰する。さらに、後世へと末永く継承されることを期
待するとともに、地域遺産を活用した地域活性化事業が展開されることで、個性ある地域の創造に寄
与することを目的とする。
文化財に指定されると所有者のみなさまによっては、将来に渡り過大な制約を受けるという印象が

あるが、認定制度では改変等に制約を設けていない。時限付の認定や、申出による解除も可能として
いる。なお、指定文化財と異なり、補助金の対象とはならない。
手続きとしては、地域の組織や研究会などの団体からの推薦書に、所有者からの同意書を添付した

ものとを教育委員会が受理し、市文化財保護審議会の審議を経て認定する。認定された文化財の所有
者には認定書を交付する。認定された文化財を積極的に公開する責務はないが、認定文化財を核とし
て、地域を改めて見直すようなイベントや文化財の維持復元に取り組む地域連携事業が提案されれば、
浜松市の地域力向上事業（市民協働・地域政策課）やみんなの浜松創造プロジェクト（創造都市・文
化振興課）の助成対象になりえる。

平成 28年度は、同年７月 1日から 10月 31日まで募集し、市内各地域から 96件の申請が寄せられた。
そのうち、開始された年代がまだ若いもの、新たに創作されたものなどを除き、点数をとりまとめる
などして 91 件を浜松市教育委員会定例会で報告し、平成 29 年３月 22 日付で認定した。有形文化財・
記念物・民俗文化財をはじめ、まだ市内では指定文化財が無い伝統的建造物群などの種別も認定する
ことができた。なお、「伝承地」という種別を設けて、詳細な調査経歴をもたない遺産も認定するよ
うつとめた。

平成 29 年度も、７月１日から 10 月 31 日まで募集し、28 年度を上回る 133 件の推薦をいただいた。
それらのうち同一施設内の個別申請をひとつにまとめるなどして 101 件を浜松市教育委員会定例会で
報告し、平成30年３月22日付で認定した。これにより、制度導入後２か年の認定文化財は192件となっ
た。

上述したように文化財補助金等の対象とはならないため、所有者に直接の利点があるわけではない
が、地域推薦ゆえに、認定を契機とした事業が実施された事例が生まれている。
無形民俗文化財のうちでは、認定された文化財の保護団体がそれを契機に浜松市無形民俗文化財保

護団体連絡会に加入された。さらに、祭礼での祭文を収録した詞章集を地域力向上事業を利用して刊
行した例がある。今後も、地域遺産センターや所管施設での展示公開、広報はままつ各区版での紹介
記事掲載などを予定し、30 年度以降も募集を継続する。
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４代・５代・７代石塔については全石材（交換した石材を除く）、３代・２代につ

いては相輪の石材に石材強化剤（ＴＯＴ）を塗布した。また４代については、破損部の接着等による

修復を行った。

史跡周辺が開発・造成され樹木が減少したことで、石塔が風雨の影響を受けやすくなり

基礎部の土砂が流れ出る状況であったため、４代、５代、７代石塔周辺の地盤について改良工事を行っ

た。石塔直下の地盤は約 30mmをセメント系固化材で固め、石塔周囲は、サバ土にセメントを混合し

たものを入れ土壌の流出を防止する処理を行った。

７代石塔 蔵骨器出土状況

石材強化剤塗布状況

５代石塔 基壇内状況

施工後
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４ 浜松地域遺産の認定

浜松市は平成 28 年度から、これまでの国・静岡県・浜松市指定文化財や国登録文化財という従来
の文化財保護制度とは別に、地域で大切にされてきた歴史・文化・自然などの資源を、「浜松地域遺産」
として認定する、ゆるやかな保護・活用制度を導入した。
地域遺産認定制度では、まだ国・静岡県・浜松市指定文化財や国登録文化財ほど知られていないと

しても、市内のそれぞれの地域で、長く慣れ親しまれ、継承されてきた貴重な文化資源を、地域から
推薦いただくことで認定し、郷土の宝として顕彰する。さらに、後世へと末永く継承されることを期
待するとともに、地域遺産を活用した地域活性化事業が展開されることで、個性ある地域の創造に寄
与することを目的とする。
文化財に指定されると所有者のみなさまによっては、将来に渡り過大な制約を受けるという印象が

あるが、認定制度では改変等に制約を設けていない。時限付の認定や、申出による解除も可能として
いる。なお、指定文化財と異なり、補助金の対象とはならない。
手続きとしては、地域の組織や研究会などの団体からの推薦書に、所有者からの同意書を添付した

ものとを教育委員会が受理し、市文化財保護審議会の審議を経て認定する。認定された文化財の所有
者には認定書を交付する。認定された文化財を積極的に公開する責務はないが、認定文化財を核とし
て、地域を改めて見直すようなイベントや文化財の維持復元に取り組む地域連携事業が提案されれば、
浜松市の地域力向上事業（市民協働・地域政策課）やみんなの浜松創造プロジェクト（創造都市・文
化振興課）の助成対象になりえる。

平成 28年度は、同年７月 1日から 10月 31日まで募集し、市内各地域から 96件の申請が寄せられた。
そのうち、開始された年代がまだ若いもの、新たに創作されたものなどを除き、点数をとりまとめる
などして 91 件を浜松市教育委員会定例会で報告し、平成 29 年３月 22 日付で認定した。有形文化財・
記念物・民俗文化財をはじめ、まだ市内では指定文化財が無い伝統的建造物群などの種別も認定する
ことができた。なお、「伝承地」という種別を設けて、詳細な調査経歴をもたない遺産も認定するよ
うつとめた。

平成 29 年度も、７月１日から 10 月 31 日まで募集し、28 年度を上回る 133 件の推薦をいただいた。
それらのうち同一施設内の個別申請をひとつにまとめるなどして 101 件を浜松市教育委員会定例会で
報告し、平成30年３月22日付で認定した。これにより、制度導入後２か年の認定文化財は192件となっ
た。

上述したように文化財補助金等の対象とはならないため、所有者に直接の利点があるわけではない
が、地域推薦ゆえに、認定を契機とした事業が実施された事例が生まれている。
無形民俗文化財のうちでは、認定された文化財の保護団体がそれを契機に浜松市無形民俗文化財保

護団体連絡会に加入された。さらに、祭礼での祭文を収録した詞章集を地域力向上事業を利用して刊
行した例がある。今後も、地域遺産センターや所管施設での展示公開、広報はままつ各区版での紹介
記事掲載などを予定し、30 年度以降も募集を継続する。
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かぶとや扇等のクラフト体験

ドッキーワークショップ講習会

探検！ナイトミュージアム

瓦塔ショコラをつくろう！

（左：計測、右上：データ処理、右下 :彩色作業）

複製品（左から画文帯神獣鏡、翁面、鬼面）

土器の接合体験

三角縁神獣鏡チョコをつくろう！

（５）情報発信事業

（６）複製品作成事業

展示やイベント等の開催を周知するためにポスター・チラシを作成し、

市内外の公共施設や学校、宿泊施設、観光施設、店舗等に掲出を依頼したほか、旅行代理店や観光系

の企業にも送付した。また「広報はままつ」も有効に活用した。

市のホームページにて、イベント等の周知を実施したほか、フェイスブッ

クのページを立ち上げ、記事の一部を湖北高等学校の生徒にも執筆してもらった。また、外部のウェ

ブサイトにも施設やイベント等の情報の掲載を依頼した。

大河ドラマの効果もあり、ＴＶ（４件）、ラジオ（３件）への出演のほか、

新聞・雑誌等に取り上げられる機会に多数恵まれた。

地域遺産センター周辺の文化財に関する資料の複製

品を製作した。対象は、画文帯神獣鏡（馬場平古墳出

土、静岡県指定有形文化財）、川名のひよんどり（国

指定重要無形民俗文化財）に伝承する翁面、寺野のひ

よんどり（同）に伝承する鬼面の３点である。

複製品の制作に際しては、脆弱な資料も含まれるた

め非接触の方法で行った。まず、資料の三次元計測を

行い、そのデータを３Ｄプリンターで出力したものか

らシリコンで型を取って、ＦＲＰ製の複製品を作成し

た。

今後、複製品は展示や体験事業に活用していく予定

であるほか、取得した三次元データは、民俗芸能の面

を万が一作り直さなければならなくなった際に活用す

ることも想定している。
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４ 公開普及業務

（１）展示

（２）講座

（３）現地見学会

（平成 29 年１月 15 日～平成 30 年１月 14 日）

平成 28 年度から引き続き展示室にて開催した。期間中の観覧者数 96,364 人。

なお、展示室は特別展終了後も当面の間の常設展示として主な資料を残した。

平成 29 年度は現地見学会や企画展に関連して外部より講師を招

き、計４回の講座を開催した。

ガイダンスコーナー等で考古資料の速報展

や地元の団体・学校などが企画・制作した資料・作品等の小規模な

展示を実施した。

（平成 30 年１月 27 日～３月 25 日）

奈良国立博物館との考古資料相互活用促進事業により、北大里遺跡（北

区三ヶ日町宇志）出土の瓦塔と、荒神山２号銅鐸（同町釣出土）を借用
し、奥浜名湖地域の遺跡から出土した祭祀や宗教、埋葬等「祈り」にま
つわる資料を集め、ガイダンスコーナーで展示した。
銅鐸・瓦塔以外の展示資料は、石棒・石剣（岡の平遺跡等）、画文帯

神獣鏡（馬場平古墳）、手づくね土器（天白磐座遺跡等）、土製模造品（中
津坂上遺跡等）、埴輪（狐塚古墳等）、屋根瓦（楠木遺跡）、蔵骨器（摩
訶耶寺等）である。また、関連事業として講座や体験などを実施した。
期間中の観覧者数 3,833 人。 企画展のチラシ

瓦塔の展示公開状況

ミニ展示「旧西楽寺の五輪塔」

見学会「井伊氏ゆかりの石塔」

市内の文化財等の地域遺産を訪ねて歩く見学会「へりさんぽ ～

Heritage Walk ～」を平成 29 年度に７回開催した。「へりさんぽ」

の「へり」は、Heritage（ヘリテージ＝遺産）と縁（へり）を掛け

たもので、地域の片隅に残されている地域遺産をわかりやく紹介す

る目的で実施した。また、「さんぽ」と名の付くとおり、あまり堅

苦しくなくのんびりしたペースで、幅広い年代層に楽しく見学して

いただくことを意識した。

また、見学先では地元の詳しい方に案内していただいたほか、事前

準備や地元との調整などで市民の協力を得ながら実施した。

・・
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平成29年度の小規模展示開催状況

No. 月日
6月3日
～7月9日
7月9日
～1 0月3 1日

7月1 3日～3 1日

1 1月1日
～3 0日

1 1月1 8日
～1月1 4日
1 2月1日
～1月1 4日
1 2月9日
～1月1 4日
1月2 7日～

2月1 0日
～1 2日

トピックス
ミニ展示「旧西楽寺の五輪塔」 

映像展「棚田の四季」

ミニ展示「梶子遺跡出土遺物速報展」 

映像展「井の国空中散歩」
写真展「今に生きる川名の隠れ里」

ミニ展示「二俣城跡・鳥羽山城跡」

映像展「遠江のひよんどりとおくない」

ミニ展示「地元の小学生が伝えたい
郷土の歴史」

大河ドラマ館メモリアル展示

ミニ展示「昆虫標本展」

井伊谷の上野地区の旧西楽寺墓地に残されている中世
の五輪塔を展示しながら、地域の石塔について紹介
久留女木の棚田（北区引佐町東久留女木）における1年
間の景観や営みを撮影した写真を個人から借用して、ス
クリーンでスライドショー展示
梶子遺跡（中区南伊場町）の発掘調査で出土した陶馬や
墨書土器等を展示しながら、最新の調査成果を紹介
「浜松山里いきいき応援隊」隊員が撮影した引佐町川名
地区の写真展示や、ドローンで撮影した引佐町内各所の
風景映像をスクリーンで放映
両城跡の国指定史跡の答申を記念して、三次元レーザ測
量の成果で作成したジオラマやパネルの展示
当地域で正月に行われる国指定重要無形民俗文化財「遠
江のひよんどりとおくない」の映像をスクリーンで放映
井伊谷小学校の6年生や郷土クラブ員が制作したパンフレ
ットや郷土かるた等の展示
市観光シティプロモーション課による、大河ドラマ館に展示さ
れていた出演者のサインや題字の原書、ポスター等の展示

奥浜名湖地域を中心に理科教育に尽力された方の昆虫標
本コレクションをボランティアの協力を得て実施。

内容
1

2

3

4

5

6

7

8

9

平成29年度の講座開催状況

No. 月日

6月 3日

7月 9日

2月 3日

2月1 7日

演題・講師
「井伊氏ゆかりの石塔」
本間岳人氏（池上本門寺霊宝殿） 
「久留女木の棚田」
鈴木一記氏（久留女木竜宮小僧の会） 
「古代東海地域における三ヶ日町宇志瓦塔」
永井邦仁氏（愛知県埋蔵文化財センター）
「浜松の銅鐸出土物語」
栗原雅也氏（浜松市博物館） 

60人。井伊谷に残されている井伊氏に関連のある
石塔についての解説。現地見学会と同日開催。
100人。久留女木の棚田の営みや地域の歴史・民
俗についての紹介。現地見学会と同日開催。
53人。東海地域の瓦塔の出土例から三ヶ日町宇志
出土の瓦塔の特徴等を解説。企画展関連事業。
62人。浜松市内における銅鐸出土地の立地や埋納
状況などを解説。企画展関連事業。

参加者数・内容

1

2

3

4

平成29年度現地見学会「へりさんぽ～Heritage Walk～」開催状況

No. 月日

4月 2日

5月1 4日

6月 3日

7月 9日

8月2 6日

1 1月2 3日

3月2 3日

開催次数、行き先

第3回「井伊谷城跡でお花見」

第4回「金指のまちなみと実相寺」

第5回「井伊氏ゆかりの石塔」

第6回「久留女木の棚田」

第7回「たそがれの井伊谷城跡」

第10回「渋川・寺野」

第11回「馬場平古墳とその周辺」

30人。井伊氏居館跡や井伊谷城跡を見学しながら、城跡で地
元のお茶や銘菓を味わって桜の花見を楽しむ。
36人。実相寺伽藍が市指定文化財となったことを記念して開催。
近世～近代の雰囲気が残る金指の町並みと、実相寺の伽藍内
部や県指定枯山水庭園を先代住職の案内で見学。
60人。石塔研究者の案内で、井伊谷の龍潭寺や井伊氏居館跡
等に残る井伊氏ゆかりの石塔を見学。
100人。現地で耕作されている方の案内で、棚田百選に選定され、
大河ドラマのロケ地にもなった棚田を見学
10人。井伊直虎命日の夜にミニ灯籠を作り、井伊氏居館跡や二宮
神社等をめぐりながら井伊谷城跡で灯籠を飾る。
40人。地元の歴史に詳しい方の案内で、井伊氏ゆかりの東光院
や井伊氏墓所、寺野の宝蔵寺観音堂などを見学
70人。馬場平古墳をはじめ、周辺に残る中世石塔や道標、近代
の石灰工場引込線跡に残る橋などを見学

参加者数・内容

1

2

3

4

5

6

7

※第 8回、第 9回は天候不良や講師都合により中止
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（４）体験事業・その他イベント
ゴールデンウィークや夏休み期間中には、こども向けのクラフト体験や

館内クイズラリー、土器の発掘模擬体験、夜間のバックヤードツアーなどを実施した。
クラフト体験は、大河ドラマにあわせて、戦国時代の井伊氏にまつわる資料（かぶと、陣羽織、扇）
を題材に実施した。また、近隣に所在する馬場平古墳をモチーフとした古墳キーホルダーづくりのワー
クショップも開催した。
クイズラリーは、館内の展示物にちなんだ設問を解いてもらいながら、地域の歴史について知識を

深めてもらうことを目的に実施した。また、館内のスタッフに聞かないと答えられない設問を用意す
ることで、スタッフと来場者のコミュニケーションを促進する効果も狙った。
土器の発掘・接合体験は、各時代の土器の小破片を活用して実施した。発掘調査の方法や、時代に

よる土器の違いなどを、土器に直接さわりながら学んでもらった。
夜間のバックヤードツアー「探検！ナイトミュージアム」は、照明を落とした館内で懐中電灯を頼

りに見学するほか、普段は非公開の作業室等を公開した。施設で普段行われている業務や役割などを
知ってもらい、文化財保護事業に対する理解を深めていただくことができた。

幅広い層にその魅力を知っていただくため、若年層や女性をターゲッ
トとしたスイーツを用いた体験事業を実施した。「ドッキーワークショップ」講習会は、土器片に酷
似したクッキー（通称：ドッキー）づくりを通して、土器の製作技法についての理解を深めるワーク
ショップの運営を学ぶため実施した。
「三角縁神獣鏡をつくろう！」は、鏡のレプリカから起こした型にチョコレートを流し込み、銅鏡
の鋳造を疑似体験するもので、古墳時代の銅鏡についての解説を交えながら実施した。
「瓦塔ショコラをつくろう！」は、実物の瓦塔の観察後に各部材を模した菓子を作り、それを組み
上げていくことで瓦塔の設置を疑似体験し、瓦塔の構造や意匠について理解を深めるものである。菓
子の製作については、瓦塔出土地である三ヶ日町の和菓子店の協力を得た。

引佐地域で生産される渋川茶やいなさ牛乳等の地場産業を紹介するイベントを開
催した。これらは地元の団体が中心となって運営しており、地域との連携を深めることができた。

平成29年度の体験事業・イベント
No. 月日

4月1・2日
5月3 ～ 7日

7月2 2日～
8月2 7日

8月6日

8月1 2日
9 月2 4日

1 0 月1日

1月2 8日

2 月1 7日

2 月2 4日

名称
お茶でのおもてなし
ＧＷイベント

夏休みキッズイベント
「井伊谷夏の陣」
探検！ナイトミュージアム

涼み処 井伊ノ屋
前方後円墳形キーホルダーを
つくろう ！

ドッキーワークショップ
講習会

三角縁神獣鏡チョコレートを
つくろう ！

銅鐸デー

瓦塔ショコラをつくろう ！

施設入口にて地元産のお茶のふるまい（地元団体による）

773人。地元の牛乳のアイス販売、おしぼりや冷茶サービスなど

のべ835人。土器発掘・接合体験、クイズラリー、かぶと等のク
ラフト体験
のべ2,097人。土器発掘・接合体験、クイズラリー、扇や陣羽織
等のクラフト体験

20人。お菓子作り考古学者下島綾美氏を招き、土器片形クッ
キー「ドッキー」を作るワークショップの方法を学ぶ

40人。八尾市立しおんじやま古墳学習館館長福田和浩氏と、
同館のキャラクター「ハニワこうてい」を招き、古墳の築造方法
を学びながらキーホルダーを作るワークショップを開催

18人。福井市文化財保護課の藤川明宏氏を招き、三角縁神
獣鏡の型にチョコレートを流し込み、銅鏡の鋳造方法や文様
について学ぶワークショップを開催

18人。夜間開館してバックヤードツアーや、照明を落とした中で
懐中電灯を持っての展示見学

148人。銅鐸のレプリカを実際に鳴らす体験や、細江町の銘菓
「銅鐸最中」を販売
20人。瓦塔の部材に見立てた菓子を組立てたり装飾したりす
ることで、瓦塔の構造や製作技法を学ぶワークショップを開催

参加者数・内容
1
2

3

4

5
6

7

8

9

10
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平成29年度の小規模展示開催状況

No. 月日
6月3日
～7月9日
7月9日
～1 0月3 1日

7月1 3日～3 1日

1 1月1日
～3 0日

1 1月1 8日
～1月1 4日
1 2月1日
～1月1 4日
1 2月9日
～1月1 4日
1月2 7日～

2月1 0日
～1 2日

トピックス
ミニ展示「旧西楽寺の五輪塔」 

映像展「棚田の四季」

ミニ展示「梶子遺跡出土遺物速報展」 

映像展「井の国空中散歩」
写真展「今に生きる川名の隠れ里」

ミニ展示「二俣城跡・鳥羽山城跡」

映像展「遠江のひよんどりとおくない」

ミニ展示「地元の小学生が伝えたい
郷土の歴史」

大河ドラマ館メモリアル展示

ミニ展示「昆虫標本展」

井伊谷の上野地区の旧西楽寺墓地に残されている中世
の五輪塔を展示しながら、地域の石塔について紹介
久留女木の棚田（北区引佐町東久留女木）における1年
間の景観や営みを撮影した写真を個人から借用して、ス
クリーンでスライドショー展示
梶子遺跡（中区南伊場町）の発掘調査で出土した陶馬や
墨書土器等を展示しながら、最新の調査成果を紹介
「浜松山里いきいき応援隊」隊員が撮影した引佐町川名
地区の写真展示や、ドローンで撮影した引佐町内各所の
風景映像をスクリーンで放映
両城跡の国指定史跡の答申を記念して、三次元レーザ測
量の成果で作成したジオラマやパネルの展示
当地域で正月に行われる国指定重要無形民俗文化財「遠
江のひよんどりとおくない」の映像をスクリーンで放映
井伊谷小学校の6年生や郷土クラブ員が制作したパンフレ
ットや郷土かるた等の展示
市観光シティプロモーション課による、大河ドラマ館に展示さ
れていた出演者のサインや題字の原書、ポスター等の展示

奥浜名湖地域を中心に理科教育に尽力された方の昆虫標
本コレクションをボランティアの協力を得て実施。

内容
1

2

3

4

5

6

7

8

9

平成29年度の講座開催状況

No. 月日

6月 3日

7月 9日

2月 3日

2月1 7日

演題・講師
「井伊氏ゆかりの石塔」
本間岳人氏（池上本門寺霊宝殿） 
「久留女木の棚田」
鈴木一記氏（久留女木竜宮小僧の会） 
「古代東海地域における三ヶ日町宇志瓦塔」
永井邦仁氏（愛知県埋蔵文化財センター）
「浜松の銅鐸出土物語」
栗原雅也氏（浜松市博物館） 

60人。井伊谷に残されている井伊氏に関連のある
石塔についての解説。現地見学会と同日開催。
100人。久留女木の棚田の営みや地域の歴史・民
俗についての紹介。現地見学会と同日開催。
53人。東海地域の瓦塔の出土例から三ヶ日町宇志
出土の瓦塔の特徴等を解説。企画展関連事業。
62人。浜松市内における銅鐸出土地の立地や埋納
状況などを解説。企画展関連事業。

参加者数・内容

1

2

3

4

平成29年度現地見学会「へりさんぽ～Heritage Walk～」開催状況

No. 月日

4月 2日

5月1 4日

6月 3日

7月 9日

8月2 6日

1 1月2 3日

3月2 3日

開催次数、行き先

第3回「井伊谷城跡でお花見」

第4回「金指のまちなみと実相寺」

第5回「井伊氏ゆかりの石塔」

第6回「久留女木の棚田」

第7回「たそがれの井伊谷城跡」

第10回「渋川・寺野」

第11回「馬場平古墳とその周辺」

30人。井伊氏居館跡や井伊谷城跡を見学しながら、城跡で地
元のお茶や銘菓を味わって桜の花見を楽しむ。
36人。実相寺伽藍が市指定文化財となったことを記念して開催。
近世～近代の雰囲気が残る金指の町並みと、実相寺の伽藍内
部や県指定枯山水庭園を先代住職の案内で見学。
60人。石塔研究者の案内で、井伊谷の龍潭寺や井伊氏居館跡
等に残る井伊氏ゆかりの石塔を見学。
100人。現地で耕作されている方の案内で、棚田百選に選定され、
大河ドラマのロケ地にもなった棚田を見学
10人。井伊直虎命日の夜にミニ灯籠を作り、井伊氏居館跡や二宮
神社等をめぐりながら井伊谷城跡で灯籠を飾る。
40人。地元の歴史に詳しい方の案内で、井伊氏ゆかりの東光院
や井伊氏墓所、寺野の宝蔵寺観音堂などを見学
70人。馬場平古墳をはじめ、周辺に残る中世石塔や道標、近代
の石灰工場引込線跡に残る橋などを見学

参加者数・内容

1

2

3

4

5

6

7

※第 8回、第 9回は天候不良や講師都合により中止
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（４）体験事業・その他イベント
ゴールデンウィークや夏休み期間中には、こども向けのクラフト体験や

館内クイズラリー、土器の発掘模擬体験、夜間のバックヤードツアーなどを実施した。
クラフト体験は、大河ドラマにあわせて、戦国時代の井伊氏にまつわる資料（かぶと、陣羽織、扇）
を題材に実施した。また、近隣に所在する馬場平古墳をモチーフとした古墳キーホルダーづくりのワー
クショップも開催した。
クイズラリーは、館内の展示物にちなんだ設問を解いてもらいながら、地域の歴史について知識を

深めてもらうことを目的に実施した。また、館内のスタッフに聞かないと答えられない設問を用意す
ることで、スタッフと来場者のコミュニケーションを促進する効果も狙った。
土器の発掘・接合体験は、各時代の土器の小破片を活用して実施した。発掘調査の方法や、時代に

よる土器の違いなどを、土器に直接さわりながら学んでもらった。
夜間のバックヤードツアー「探検！ナイトミュージアム」は、照明を落とした館内で懐中電灯を頼

りに見学するほか、普段は非公開の作業室等を公開した。施設で普段行われている業務や役割などを
知ってもらい、文化財保護事業に対する理解を深めていただくことができた。

幅広い層にその魅力を知っていただくため、若年層や女性をターゲッ
トとしたスイーツを用いた体験事業を実施した。「ドッキーワークショップ」講習会は、土器片に酷
似したクッキー（通称：ドッキー）づくりを通して、土器の製作技法についての理解を深めるワーク
ショップの運営を学ぶため実施した。
「三角縁神獣鏡をつくろう！」は、鏡のレプリカから起こした型にチョコレートを流し込み、銅鏡
の鋳造を疑似体験するもので、古墳時代の銅鏡についての解説を交えながら実施した。
「瓦塔ショコラをつくろう！」は、実物の瓦塔の観察後に各部材を模した菓子を作り、それを組み
上げていくことで瓦塔の設置を疑似体験し、瓦塔の構造や意匠について理解を深めるものである。菓
子の製作については、瓦塔出土地である三ヶ日町の和菓子店の協力を得た。

引佐地域で生産される渋川茶やいなさ牛乳等の地場産業を紹介するイベントを開
催した。これらは地元の団体が中心となって運営しており、地域との連携を深めることができた。

平成29年度の体験事業・イベント
No. 月日

4月1・2日
5月3 ～ 7日

7月2 2日～
8月2 7日

8月6日

8月1 2日
9 月2 4日

1 0 月1日

1月2 8日

2 月1 7日

2 月2 4日

名称
お茶でのおもてなし
ＧＷイベント

夏休みキッズイベント
「井伊谷夏の陣」
探検！ナイトミュージアム

涼み処 井伊ノ屋
前方後円墳形キーホルダーを
つくろう ！

ドッキーワークショップ
講習会

三角縁神獣鏡チョコレートを
つくろう ！

銅鐸デー

瓦塔ショコラをつくろう ！

施設入口にて地元産のお茶のふるまい（地元団体による）

773人。地元の牛乳のアイス販売、おしぼりや冷茶サービスなど

のべ835人。土器発掘・接合体験、クイズラリー、かぶと等のク
ラフト体験
のべ2,097人。土器発掘・接合体験、クイズラリー、扇や陣羽織
等のクラフト体験

20人。お菓子作り考古学者下島綾美氏を招き、土器片形クッ
キー「ドッキー」を作るワークショップの方法を学ぶ

40人。八尾市立しおんじやま古墳学習館館長福田和浩氏と、
同館のキャラクター「ハニワこうてい」を招き、古墳の築造方法
を学びながらキーホルダーを作るワークショップを開催

18人。福井市文化財保護課の藤川明宏氏を招き、三角縁神
獣鏡の型にチョコレートを流し込み、銅鏡の鋳造方法や文様
について学ぶワークショップを開催

18人。夜間開館してバックヤードツアーや、照明を落とした中で
懐中電灯を持っての展示見学

148人。銅鐸のレプリカを実際に鳴らす体験や、細江町の銘菓
「銅鐸最中」を販売
20人。瓦塔の部材に見立てた菓子を組立てたり装飾したりす
ることで、瓦塔の構造や製作技法を学ぶワークショップを開催

参加者数・内容
1
2

3

4

5
6

7

8

9

10
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かぶとや扇等のクラフト体験

ドッキーワークショップ講習会

探検！ナイトミュージアム

瓦塔ショコラをつくろう！

（左：計測、右上：データ処理、右下 :彩色作業）

複製品（左から画文帯神獣鏡、翁面、鬼面）

土器の接合体験

三角縁神獣鏡チョコをつくろう！

（５）情報発信事業

（６）複製品作成事業

展示やイベント等の開催を周知するためにポスター・チラシを作成し、

市内外の公共施設や学校、宿泊施設、観光施設、店舗等に掲出を依頼したほか、旅行代理店や観光系

の企業にも送付した。また「広報はままつ」も有効に活用した。

市のホームページにて、イベント等の周知を実施したほか、フェイスブッ

クのページを立ち上げ、記事の一部を湖北高等学校の生徒にも執筆してもらった。また、外部のウェ

ブサイトにも施設やイベント等の情報の掲載を依頼した。

大河ドラマの効果もあり、ＴＶ（４件）、ラジオ（３件）への出演のほか、

新聞・雑誌等に取り上げられる機会に多数恵まれた。

地域遺産センター周辺の文化財に関する資料の複製

品を製作した。対象は、画文帯神獣鏡（馬場平古墳出

土、静岡県指定有形文化財）、川名のひよんどり（国

指定重要無形民俗文化財）に伝承する翁面、寺野のひ

よんどり（同）に伝承する鬼面の３点である。

複製品の制作に際しては、脆弱な資料も含まれるた

め非接触の方法で行った。まず、資料の三次元計測を

行い、そのデータを３Ｄプリンターで出力したものか

らシリコンで型を取って、ＦＲＰ製の複製品を作成し

た。

今後、複製品は展示や体験事業に活用していく予定

であるほか、取得した三次元データは、民俗芸能の面

を万が一作り直さなければならなくなった際に活用す

ることも想定している。

27

４ 公開普及業務

（１）展示

（２）講座

（３）現地見学会

（平成 29 年１月 15 日～平成 30 年１月 14 日）

平成 28 年度から引き続き展示室にて開催した。期間中の観覧者数 96,364 人。

なお、展示室は特別展終了後も当面の間の常設展示として主な資料を残した。

平成 29 年度は現地見学会や企画展に関連して外部より講師を招

き、計４回の講座を開催した。

ガイダンスコーナー等で考古資料の速報展

や地元の団体・学校などが企画・制作した資料・作品等の小規模な

展示を実施した。

（平成 30 年１月 27 日～３月 25 日）

奈良国立博物館との考古資料相互活用促進事業により、北大里遺跡（北

区三ヶ日町宇志）出土の瓦塔と、荒神山２号銅鐸（同町釣出土）を借用
し、奥浜名湖地域の遺跡から出土した祭祀や宗教、埋葬等「祈り」にま
つわる資料を集め、ガイダンスコーナーで展示した。
銅鐸・瓦塔以外の展示資料は、石棒・石剣（岡の平遺跡等）、画文帯

神獣鏡（馬場平古墳）、手づくね土器（天白磐座遺跡等）、土製模造品（中
津坂上遺跡等）、埴輪（狐塚古墳等）、屋根瓦（楠木遺跡）、蔵骨器（摩
訶耶寺等）である。また、関連事業として講座や体験などを実施した。
期間中の観覧者数 3,833 人。 企画展のチラシ

瓦塔の展示公開状況

ミニ展示「旧西楽寺の五輪塔」

見学会「井伊氏ゆかりの石塔」

市内の文化財等の地域遺産を訪ねて歩く見学会「へりさんぽ ～

Heritage Walk ～」を平成 29 年度に７回開催した。「へりさんぽ」

の「へり」は、Heritage（ヘリテージ＝遺産）と縁（へり）を掛け

たもので、地域の片隅に残されている地域遺産をわかりやく紹介す

る目的で実施した。また、「さんぽ」と名の付くとおり、あまり堅

苦しくなくのんびりしたペースで、幅広い年代層に楽しく見学して

いただくことを意識した。

また、見学先では地元の詳しい方に案内していただいたほか、事前

準備や地元との調整などで市民の協力を得ながら実施した。

・・
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宿蘆寺大澤家墓所は、浜松市西区庄内町にある旗本の墓所である。大澤家は
江戸時代に遠江国堀江とその周辺 3500 石を領し、歴代当主は江戸幕府において高家を務めた。そ
の墓は江戸の菩提寺とともに、領地にある宿蘆寺の境内にも造営されている。
宿蘆寺にある墓所には大澤家の当主とその嫡子にかかわる石塔 11 基が造営されており、高禄旗

本の墓所にふさわしい風格を伝えている。大澤家墓所は宿蘆寺本堂の南西の丘陵上に造営されて
いる。墓所には長軸 11 ｍ、短軸 8.5 ｍほどの小石を並べた区画がみられ、その中に宝篋印塔３基、
五輪塔８基の合計 11 基の石塔が造立されている。また、墓域内には初代大澤基宿に関連するとみ
られる石塔の部材もみられる。
墓所は 2011 年に墓域区画にかかわる発掘調査、石塔の実測調査、宿蘆寺に伝わる位牌調査な

どを経て（１次調査とする。浜松市教育委員会 2012『平成 22 年度浜松市埋蔵文化財調査概要』）、
2012 年に浜松市史跡に指定された。

2015 年、浜松市を襲った大雨の影響で、４代当主、大澤基恒の墓石が倒壊した。こ
の墓石は粗製の安山岩を用いたもので、2011 年の調査時においても今後の保存が懸念されていた。
墓石は基壇とその下部の土台が雨水の流出によって脆弱となり、過重に耐えられなくなって倒壊し
たものである。この墓石については、基壇を新材に置き換え、土台の補強、脆弱な石材の強化薬剤
の含浸など経て、2017 年５月から７月にかけて修復工事を行った。土砂の流出は５代基隆墓、７
代定寧墓も顕著であったため、倒壊した４代墓とともに、石材を解体し、土台の補強工事を行い、
石材の積み直しを行った。また、この際に混乱がみられた３代墓と４代墓の相輪部分も当初のもの
と考えられる部材に積み替え直している。以下、この解体修理の際に実施した４、５、７代墓の調
査結果（２次調査とする）を報告する。

石塔にかかわる調査は、2017 年５月 15 日から７月 11 日かけて、解体修復
工事の工程にあわせて随時実施した。３基の石塔からはそれぞれに、埋納品やこれまでの修理にか
かわる情報が得られた。

粗製安山岩を用いた江戸形式の宝篋印塔である。４代大澤基恒は元禄 10
年（1697）に没している。この石塔の石材解体中、反花に充填されていたモルタル内において白磁
の蔵骨器が確認できた。蔵骨器は現代のものとみられる。遺物は取り上げずに現地において保存し
ている。４代墓は粗製の安山岩を用いており、過去も何度かの倒壊を経験している。前住職からの
聞き取りによると、４代墓は昭和東南海地震（1944 年）の際にも倒壊したとのことである。倒壊
した石塔はその後、修復され、石材が積み直しされたとみられるが、その際に反花を中心にモルタ
ルで破損部分を修復したと考えられる。蔵骨器の中には何も確認できなかった。
４代大澤基恒は江戸駒込の吉祥寺に葬られたとされており、遺骨や遺灰などが、領地である大澤

家墓所に分けられたと確証は得られない。どのような意味をもって現代の蔵骨器が石材の中に埋め
込まれたかは不明といわざるを得ない。

安山岩を用いた江戸形式の五輪塔である。５代大澤基隆は享保15年（1730）
に没している。この石塔の解体工事中に地輪と反花の間から、寛永通宝４枚が確認できた。５代墓

８ 宿蘆寺大澤家墓所２次調査報告

 （１）遺跡の概要と踏査の経緯

 （２）調査の詳細
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は、両隣の墓石と接して建てられており、当初の造立位置を保っているとはみなしがたい。宿蘆寺
大澤家墓所のうち、初代～５代および７代墓は、19 世紀初頭頃に再整備されたものと考えられる
ので、確認できた銭貨も、この際に入れられたものである可能性が高いであろう。

花崗岩を用い在地形式の五輪塔である。７代大澤定寧は安永５年（1776）
に没している。この石塔を解体していたところ、基壇中に半胴甕が埋納されていることが判明した。
基壇内には褐色粘土が充填されており、中央部に甕が正位置で設置されていた。甕の開口部には白
色系のチャートを蓋石として載せられており、口縁部を封じていた状態が確認できた。甕の内部に
は褐色系粘質土が３分の１程度まで流入していた。流入度を部分的に掘削したが、遺骨などが入れ
られていた痕跡は確認できなかった。甕は原位置を保ったまま保存し、再構築した基壇の中に入れ
込み、復元した。

４代墓で確認できた蔵骨器（第 55 図）は最大径 6.4cm、高さ 5.3cm のもので、蓋と印
籠被せにされた身とで構成される。厚さは 0.4cm の薄いつくりで、現代のものと考えられる。この
製品は破損が著しい反花を修復したモルタルの中に塗り込められており、石材解体中に破損してい
る。モルタルから完全に離反させることが難しいため、現地に保存した反花の旧材の中に残してある。
５代墓から確認できた寛永通宝は合計４枚である。この銭貨（第 57 図）は、宿蘆寺の承諾のもと、

取り上げ、浜松市地域遺産センターで保管している。
７代墓の基壇中において確認できた半胴甕は完形品であり、2017 年に確認した原位置から移動

せずに復元修復工事において基壇中に再埋納した。以下の所見は、現地での観察結果によるもので
ある。この甕の口径は 19.0cm、高さは 15.0cm 程度である。外反する口縁をもち、比較的広い底部
をもつ。赤褐色に焼きあがるものであり、瀬戸美濃産のものと推定できる。製作時期は登窯８～
10 小期に相当するとみられる。

７代墓の基壇で確認した瀬戸美濃産の半胴甕は登窯８～ 10 小期の製品とみられ、その実年代と
しては、18 世紀後葉～ 19 世紀前半に相当する。７代大澤定寧は安永５年（1776）に没している。
半胴甕の年代とも整合性があり、７代墓の当初の造営から伴っていた可能性が高いだろう。大澤定
寧の葬地は江戸駒込の吉祥寺であり、遺骨や遺灰が分納されたかの確証は得られない。ただし、蓋
石をもつ本格的な施設を構築していることから、遺存が困難な遺灰や遺髪などが納めらえていた可
能性が考えられる。
大澤家墓所にかかわる 2017 年の調査（２次調査）において、墓搭基壇内の埋納物が確認できた

ことの意義は大きい。大澤家当主は２代基重以降、代々江戸において葬られたとみられるが、７代
墓の基壇に蔵骨器を想定させる構造物が確認できたことから、遺骨や遺灰、遺髪などが分納されて
いたとも考えられる。従来、宿蘆寺大澤家墓所のうち、２代以降の石塔は供養塔とみられていたが、
７代墓基壇における構造物は領地における帰葬の概念があった可能性を示す遺構として注目できる
だろう。
また、４代墓の修復されたモルタルの中に現代の蔵骨器が塗りこめられていたことも興味深い。

現代の修復においても、単なる供養塔としてではなく擬似的にせよ墓として認識していたことを示
す事例として捉えることができるだろう。 （鈴木一有）

 （３）結 語
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宿蘆寺大澤家墓所は、浜松市西区庄内町にある旗本の墓所である。大澤家は
江戸時代に遠江国堀江とその周辺 3500 石を領し、歴代当主は江戸幕府において高家を務めた。そ
の墓は江戸の菩提寺とともに、領地にある宿蘆寺の境内にも造営されている。
宿蘆寺にある墓所には大澤家の当主とその嫡子にかかわる石塔 11 基が造営されており、高禄旗

本の墓所にふさわしい風格を伝えている。大澤家墓所は宿蘆寺本堂の南西の丘陵上に造営されて
いる。墓所には長軸 11 ｍ、短軸 8.5 ｍほどの小石を並べた区画がみられ、その中に宝篋印塔３基、
五輪塔８基の合計 11 基の石塔が造立されている。また、墓域内には初代大澤基宿に関連するとみ
られる石塔の部材もみられる。
墓所は 2011 年に墓域区画にかかわる発掘調査、石塔の実測調査、宿蘆寺に伝わる位牌調査な

どを経て（１次調査とする。浜松市教育委員会 2012『平成 22 年度浜松市埋蔵文化財調査概要』）、
2012 年に浜松市史跡に指定された。

2015 年、浜松市を襲った大雨の影響で、４代当主、大澤基恒の墓石が倒壊した。こ
の墓石は粗製の安山岩を用いたもので、2011 年の調査時においても今後の保存が懸念されていた。
墓石は基壇とその下部の土台が雨水の流出によって脆弱となり、過重に耐えられなくなって倒壊し
たものである。この墓石については、基壇を新材に置き換え、土台の補強、脆弱な石材の強化薬剤
の含浸など経て、2017 年５月から７月にかけて修復工事を行った。土砂の流出は５代基隆墓、７
代定寧墓も顕著であったため、倒壊した４代墓とともに、石材を解体し、土台の補強工事を行い、
石材の積み直しを行った。また、この際に混乱がみられた３代墓と４代墓の相輪部分も当初のもの
と考えられる部材に積み替え直している。以下、この解体修理の際に実施した４、５、７代墓の調
査結果（２次調査とする）を報告する。

石塔にかかわる調査は、2017 年５月 15 日から７月 11 日かけて、解体修復
工事の工程にあわせて随時実施した。３基の石塔からはそれぞれに、埋納品やこれまでの修理にか
かわる情報が得られた。

粗製安山岩を用いた江戸形式の宝篋印塔である。４代大澤基恒は元禄 10
年（1697）に没している。この石塔の石材解体中、反花に充填されていたモルタル内において白磁
の蔵骨器が確認できた。蔵骨器は現代のものとみられる。遺物は取り上げずに現地において保存し
ている。４代墓は粗製の安山岩を用いており、過去も何度かの倒壊を経験している。前住職からの
聞き取りによると、４代墓は昭和東南海地震（1944 年）の際にも倒壊したとのことである。倒壊
した石塔はその後、修復され、石材が積み直しされたとみられるが、その際に反花を中心にモルタ
ルで破損部分を修復したと考えられる。蔵骨器の中には何も確認できなかった。
４代大澤基恒は江戸駒込の吉祥寺に葬られたとされており、遺骨や遺灰などが、領地である大澤

家墓所に分けられたと確証は得られない。どのような意味をもって現代の蔵骨器が石材の中に埋め
込まれたかは不明といわざるを得ない。

安山岩を用いた江戸形式の五輪塔である。５代大澤基隆は享保15年（1730）
に没している。この石塔の解体工事中に地輪と反花の間から、寛永通宝４枚が確認できた。５代墓

８ 宿蘆寺大澤家墓所２次調査報告
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は、両隣の墓石と接して建てられており、当初の造立位置を保っているとはみなしがたい。宿蘆寺
大澤家墓所のうち、初代～５代および７代墓は、19 世紀初頭頃に再整備されたものと考えられる
ので、確認できた銭貨も、この際に入れられたものである可能性が高いであろう。

花崗岩を用い在地形式の五輪塔である。７代大澤定寧は安永５年（1776）
に没している。この石塔を解体していたところ、基壇中に半胴甕が埋納されていることが判明した。
基壇内には褐色粘土が充填されており、中央部に甕が正位置で設置されていた。甕の開口部には白
色系のチャートを蓋石として載せられており、口縁部を封じていた状態が確認できた。甕の内部に
は褐色系粘質土が３分の１程度まで流入していた。流入度を部分的に掘削したが、遺骨などが入れ
られていた痕跡は確認できなかった。甕は原位置を保ったまま保存し、再構築した基壇の中に入れ
込み、復元した。

４代墓で確認できた蔵骨器（第 55 図）は最大径 6.4cm、高さ 5.3cm のもので、蓋と印
籠被せにされた身とで構成される。厚さは 0.4cm の薄いつくりで、現代のものと考えられる。この
製品は破損が著しい反花を修復したモルタルの中に塗り込められており、石材解体中に破損してい
る。モルタルから完全に離反させることが難しいため、現地に保存した反花の旧材の中に残してある。
５代墓から確認できた寛永通宝は合計４枚である。この銭貨（第 57 図）は、宿蘆寺の承諾のもと、

取り上げ、浜松市地域遺産センターで保管している。
７代墓の基壇中において確認できた半胴甕は完形品であり、2017 年に確認した原位置から移動

せずに復元修復工事において基壇中に再埋納した。以下の所見は、現地での観察結果によるもので
ある。この甕の口径は 19.0cm、高さは 15.0cm 程度である。外反する口縁をもち、比較的広い底部
をもつ。赤褐色に焼きあがるものであり、瀬戸美濃産のものと推定できる。製作時期は登窯８～
10 小期に相当するとみられる。

７代墓の基壇で確認した瀬戸美濃産の半胴甕は登窯８～ 10 小期の製品とみられ、その実年代と
しては、18 世紀後葉～ 19 世紀前半に相当する。７代大澤定寧は安永５年（1776）に没している。
半胴甕の年代とも整合性があり、７代墓の当初の造営から伴っていた可能性が高いだろう。大澤定
寧の葬地は江戸駒込の吉祥寺であり、遺骨や遺灰が分納されたかの確証は得られない。ただし、蓋
石をもつ本格的な施設を構築していることから、遺存が困難な遺灰や遺髪などが納めらえていた可
能性が考えられる。
大澤家墓所にかかわる 2017 年の調査（２次調査）において、墓搭基壇内の埋納物が確認できた

ことの意義は大きい。大澤家当主は２代基重以降、代々江戸において葬られたとみられるが、７代
墓の基壇に蔵骨器を想定させる構造物が確認できたことから、遺骨や遺灰、遺髪などが分納されて
いたとも考えられる。従来、宿蘆寺大澤家墓所のうち、２代以降の石塔は供養塔とみられていたが、
７代墓基壇における構造物は領地における帰葬の概念があった可能性を示す遺構として注目できる
だろう。
また、４代墓の修復されたモルタルの中に現代の蔵骨器が塗りこめられていたことも興味深い。

現代の修復においても、単なる供養塔としてではなく擬似的にせよ墓として認識していたことを示
す事例として捉えることができるだろう。 （鈴木一有）

 （３）結 語
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第53図 ４代大澤基恒墓

第57図 寛永通宝実測図第56図 ５代大澤基隆墓

第54図 蔵骨器検出状況

第55図 蔵骨器実測図
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第59図 石基3基の基壇調査状況

第60図 基壇半胴甕出土状況（１）

第61図 基壇半胴甕出土状況（２）

第58図 ７代大澤定寧墓及び基壇半胴甕出土状態図
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第53図 ４代大澤基恒墓

第57図 寛永通宝実測図第56図 ５代大澤基隆墓

第54図 蔵骨器検出状況

第55図 蔵骨器実測図
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第59図 石基3基の基壇調査状況

第60図 基壇半胴甕出土状況（１）

第61図 基壇半胴甕出土状況（２）

第58図 ７代大澤定寧墓及び基壇半胴甕出土状態図
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粘土層に変わることが認められた。周囲の
地形と比べて水深が浅い「高屋の瀬」湖底は、
堆積様相第 67 図 湖底の貝殻片とシルト質
の砂の堆積状況写真
が砂層から粘土層に変わるが、固く締まっ
た底質をしていることが確認された。先行
研究では、「高屋の瀬」周囲の湖底にはヘド
ロが堆積していることが報告されていたが、
今回の調査で目視した限りでは、ヘドロの
ような軟質の底質は確認できなかった。
 

 （３）結 語
本報告は、明応の大地震による水没地形

とされる浜松市北区三ヶ日町佐久米沖浜名
湖内「高屋の瀬」の考古学的検証を目的に
行った調査の概要と結果である。当該水域
には、水深２～３ｍの湖底面が広がってお
り、この範囲を「高屋の瀬」と想定し、水
中考古学手法による潜水調査を実施した。
調査では最も浅い湖底箇所に基準点を設置、
その周囲、直径 100 ｍの円形範囲で目視調
査を行うも、比較的起伏変化の少ない地形
が拡がっているのみで、かつての陸地であっ
たことを示唆する遺物は確認できなかった。
今後、本調査と同じ目視による湖底面の観

察を目的に、今回の潜水調査の範囲と同じエリアで調査を行った場合、湖底状況の観察から新たな
成果が得られる可能性は低いと思われる。現湖底面上はシルト質砂層で、水深が深くなる調査範囲
南側では、湖底面下 20cm で堆積層が変化することが確認された。地形が水没することで形成され
る水中遺跡には、水準面の変動や陸上地形の陥没等が考えられるが、本調査では、津波被害あるい
は陸上地形が水没するような災害の痕跡は確認できなかった。本調査の成果として、深度が極めて
浅い水域の存在の特定とその湖底面上の環境の把握があげられる。今後の調査においては、当該水
域での局所的なコアリング等により、湖底面下の堆積状況などから、水没地形であるのかを判断す
る必要があるとも考えられる。
本報告は、東海大学海洋学部海洋文明学科提出の中野光太郎による学位論文研究の成果を踏まえ

て、執筆したものである。調査の実施にあたっては、浜松市地域遺産センターの鈴木一有氏、井口
智博氏により指導・助言を賜った。また静岡県教育委員会文化財保護課の河合修氏に協力を頂いた。
静岡県立三ヶ日青年の家より調査支援へ快諾頂き、調査船・警戒船の提供があり、職員の方々の湖
面上での安全管理において多大な協力を賜った。また気賀漁協より、調査実施への理解のうえで、
安全上の配慮を賜った。調査前及び期間中には、浜松市の中村次郎氏ほか、地域の方から、貴重な
情報提供をうけた。末筆ながら、感謝申し上げる次第である。 （東海大学 木村淳）

第67図 湖底の貝殻片とシルト質の砂の堆積状況写真

第68図 湖底面上のホヤ
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浜名湖北部の三ヶ日佐久米と新田の湖岸沖の 350 ｍ付近には、水深が浅い湖底があり、「高屋の
瀬」と呼ばれている。当該水域は、かつて陸上で、集落があったとの伝承があり、明応大地震の被
害で、住居の大変が消失したとされる。浜名湖には水準面の変動など自然の営力や地形の変化によ
る水没遺跡の存在が確認されている。昭和 42 年（1967 年）と昭和 50 年（1975 年）の２回の発掘
調査が行われた縄文～古墳時代の弁天島遺跡では、満潮時には水没する湖底部分で、かつての陸上
生活の痕跡を物語る遺物が検出されている（舞阪町教育委員会 1972：1984）。弁天島周辺の遺跡群
など、浜名湖南部で水没遺跡が確認されているのと比較して、北部にはそのような例がみられない。
一方で、北部においては、地震災害時に被害を受けたとされる湖岸集落や橋（渡し）の伝承が複数
残されている。浜名湖北部の湖底で、特に水深が浅くなる「高屋の瀬」の湖底で、伝承の証左とな
る痕跡があるかを検証するべく、平成 29 年（2017年）に浜松市地域遺産センター及び東海大学海洋
学部海洋文明学科による水中考古学調査が実施された。調査に際して、明応の大地震と「高屋の瀬」
伝承の整理を行い、湖岸の踏査及び湖底での潜水調査を実施した。本報告では、水中考古学手法に
よる調査の内容と結果を示し、災害に伴う水没遺跡の所在の可能性についての考察をおこなう。

『三ヶ日町史』に記載のある当該地の水没地形記述と関連伝承は以下となる（三ヶ日
町史編さん委員会 1976：1979）。
①高屋の瀬と宝田：現在の浜名湖北部、三ヶ日市の湖岸から沖合 300 メートルほどの地点に数百

戸の集落があったという。東北部を宝田といい、そこに宝田寺があったからだという。「高屋の瀬」
には、数百戸程の民家があり、明応７年（1498 年）８月 25 日午前８時頃の大地震で陥没し、残れ
る民家は７戸」と伝えられる。
②沖の瀬御殿：現在の浜名湖北西津々崎の沖合数百メートルの湖中に周囲を石垣で巡らせた屋敷

跡のような浅い場所がある。地元の人々はそれを沖の瀬御殿と呼び、次のように伝えられている。
「昔、この地方の長者に美しい娘がいた。それは気の優しい娘さんであったので、何にもまして可
愛がっていた。ところがこの娘さんが胸の病気となり、長者は種々の手段を尽くしたが治らない。
浜名湖の岸に御殿を造り、綺麗な景色を眺めながら生活をさせたらというわけで、津々崎の岸に御
殿を造り住まわせた。しかし、娘の病気は治らず遂に帰らぬ人となった。その後、御殿は朽ちてな
くなり、屋敷跡も海中に没してしまったが、娘の化身の美しい魚がこのところに住んでいて、漁師
など時たまそれを見るということである。」
③長橋・七かいの渡し：大崎弘法鼻より庄内の内山に長橋がかかっていたが、「渡し明応大地震

大津波により陥没し消失」と伝えられる。また佐久米の高瀬から庄内に七かいの渡しがかけられて
いたという。この七かいは櫓の櫂と思われるが七かい櫓を漕げば渡れるほど狭かったものと思われる。
以上の記載がある「高屋の瀬」とされる浅い湖底付近では、過去に現地調査が試みられている。

以下に過去の調査における概要を記す。
①平成４（1992）年３月 29 日：中日新聞社が郷土史家の大野利治氏、漁師の豊田倉一氏の協力

を得て、ダイバー６人で潜水して高屋の瀬の調査を行った。調査結果は、高屋の瀬からは何も発見
できなかったが、瀬の広さは東西南北 500-600 ｍあり、およそ 30 町歩の広大な台地の瀬であった。
また、深さは 2.5-4 ｍであり、石と砂の上に藻が生えている状態であった。周囲の深みはヘドロが
堆積していた。（中日新聞）
②平成９（1997）年４月 25 日：文部省の基盤研究プロジェクトの湖沼研究者 ( 島根大学、高安

克己教授等 ) が、静岡県水産試験場浜名湖分場の調査船により、当該地で音波調査とコアリング（柱
状サンプル採取）調査を実施。その結果、ヘドロの堆積がひどくて、グランド状の平坦な地形と、
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粘土層に変わることが認められた。周囲の
地形と比べて水深が浅い「高屋の瀬」湖底は、
堆積様相第 67 図 湖底の貝殻片とシルト質
の砂の堆積状況写真
が砂層から粘土層に変わるが、固く締まっ
た底質をしていることが確認された。先行
研究では、「高屋の瀬」周囲の湖底にはヘド
ロが堆積していることが報告されていたが、
今回の調査で目視した限りでは、ヘドロの
ような軟質の底質は確認できなかった。
 

 （３）結 語
本報告は、明応の大地震による水没地形

とされる浜松市北区三ヶ日町佐久米沖浜名
湖内「高屋の瀬」の考古学的検証を目的に
行った調査の概要と結果である。当該水域
には、水深２～３ｍの湖底面が広がってお
り、この範囲を「高屋の瀬」と想定し、水
中考古学手法による潜水調査を実施した。
調査では最も浅い湖底箇所に基準点を設置、
その周囲、直径 100 ｍの円形範囲で目視調
査を行うも、比較的起伏変化の少ない地形
が拡がっているのみで、かつての陸地であっ
たことを示唆する遺物は確認できなかった。
今後、本調査と同じ目視による湖底面の観

察を目的に、今回の潜水調査の範囲と同じエリアで調査を行った場合、湖底状況の観察から新たな
成果が得られる可能性は低いと思われる。現湖底面上はシルト質砂層で、水深が深くなる調査範囲
南側では、湖底面下 20cm で堆積層が変化することが確認された。地形が水没することで形成され
る水中遺跡には、水準面の変動や陸上地形の陥没等が考えられるが、本調査では、津波被害あるい
は陸上地形が水没するような災害の痕跡は確認できなかった。本調査の成果として、深度が極めて
浅い水域の存在の特定とその湖底面上の環境の把握があげられる。今後の調査においては、当該水
域での局所的なコアリング等により、湖底面下の堆積状況などから、水没地形であるのかを判断す
る必要があるとも考えられる。
本報告は、東海大学海洋学部海洋文明学科提出の中野光太郎による学位論文研究の成果を踏まえ

て、執筆したものである。調査の実施にあたっては、浜松市地域遺産センターの鈴木一有氏、井口
智博氏により指導・助言を賜った。また静岡県教育委員会文化財保護課の河合修氏に協力を頂いた。
静岡県立三ヶ日青年の家より調査支援へ快諾頂き、調査船・警戒船の提供があり、職員の方々の湖
面上での安全管理において多大な協力を賜った。また気賀漁協より、調査実施への理解のうえで、
安全上の配慮を賜った。調査前及び期間中には、浜松市の中村次郎氏ほか、地域の方から、貴重な
情報提供をうけた。末筆ながら、感謝申し上げる次第である。 （東海大学 木村淳）

第67図 湖底の貝殻片とシルト質の砂の堆積状況写真

第68図 湖底面上のホヤ
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跡のような浅い場所がある。地元の人々はそれを沖の瀬御殿と呼び、次のように伝えられている。
「昔、この地方の長者に美しい娘がいた。それは気の優しい娘さんであったので、何にもまして可
愛がっていた。ところがこの娘さんが胸の病気となり、長者は種々の手段を尽くしたが治らない。
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殿を造り住まわせた。しかし、娘の病気は治らず遂に帰らぬ人となった。その後、御殿は朽ちてな
くなり、屋敷跡も海中に没してしまったが、娘の化身の美しい魚がこのところに住んでいて、漁師
など時たまそれを見るということである。」
③長橋・七かいの渡し：大崎弘法鼻より庄内の内山に長橋がかかっていたが、「渡し明応大地震

大津波により陥没し消失」と伝えられる。また佐久米の高瀬から庄内に七かいの渡しがかけられて
いたという。この七かいは櫓の櫂と思われるが七かい櫓を漕げば渡れるほど狭かったものと思われる。
以上の記載がある「高屋の瀬」とされる浅い湖底付近では、過去に現地調査が試みられている。

以下に過去の調査における概要を記す。
①平成４（1992）年３月 29 日：中日新聞社が郷土史家の大野利治氏、漁師の豊田倉一氏の協力

を得て、ダイバー６人で潜水して高屋の瀬の調査を行った。調査結果は、高屋の瀬からは何も発見
できなかったが、瀬の広さは東西南北 500-600 ｍあり、およそ 30 町歩の広大な台地の瀬であった。
また、深さは 2.5-4 ｍであり、石と砂の上に藻が生えている状態であった。周囲の深みはヘドロが
堆積していた。（中日新聞）
②平成９（1997）年４月 25 日：文部省の基盤研究プロジェクトの湖沼研究者 ( 島根大学、高安

克己教授等 ) が、静岡県水産試験場浜名湖分場の調査船により、当該地で音波調査とコアリング（柱
状サンプル採取）調査を実施。その結果、ヘドロの堆積がひどくて、グランド状の平坦な地形と、
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